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地
域
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テ
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に
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け
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

実
現
に
向
け
て

　「い
つ
ま
で
も
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
送
り
た
い
」、「
医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
た
い
」。
こ
の
よ
う
に
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け
て
い
き
た
い

と
い
う
願
い
を
支
援
す
る
仕
組
み
が
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。

  

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が

求
め
ら
れ
て
い
る
背
景

　
日
本
全
体
で
65
歳
以
上
の
高
齢

者
数
が
、
２
０
２
５
年
（
平
成
37

年
）に
は
３
６
５
７
万
人
と
な
り
、

全
人
口
に
占
め
る
割
合
が
30
・

３
％
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
75
歳
以
上
高
齢
者
の

全
人
口
に
占
め
る
割
合
も
増
加
を

続
け
、
２
０
２
５
年
に
18
・
１
％

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
雲
南
市
は
、
２
０
２
５

年
に
65
歳
以
上
高
齢
者
人
口
の
割

合
が
41
・
４
％
に
、
75
歳
以
上
高

齢
者
人
口
の
割
合
は
25
・
５
％
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
、75
歳
以
上
の
方
は
、

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
と
比
較

す
る
と
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に

な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、

介
護
を
必
要
と
な
る
方
が
今
後
ま

【高齢化率の推計】
区　分 平成27年 平成32年 平成37年

65歳以上高齢者
人口の割合

全　国 26.8％ 29.1％ 30.3％

島根県 32.7％ 35.1％ 36.4％

雲南市 36.8％ 39.8％ 41.4％

75歳以上高齢者
人口の割合

全　国 13.0％ 15.1％ 18.1％

島根県 18.0％ 19.1％ 22.1％

雲南市 21.8％ 22.4％ 25.5％
※国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25年３月推計）」
より

【要介護認定者数の推計】
区　分 平成27年 平成32年 平成37年

雲南市の要介護認定者数 2,847人 3,034人 3,364人

※「雲南地域第６期介護保険事業計画」より

いつまでも元気に暮らすために･･･
生活支援・介護予防

住まい

地域包括ケアシステムの姿

※地域包括ケアシステムは、おおむね30分
　以内に必要なサービスが提供される日常生
　活圏域（具体的には中学校区）を単位とし
　て想定

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

老人クラブ・自治会・ボランティア・ＮＰＯ等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院 通所・入所

病気になったら･･･
医 療 介護が必要になったら･･･

介 護

日常の医療：
・かかりつけ医、有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

日常の医療：
・かかりつけ医、有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

■介護予防サービス

・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護等）

■在宅系サービス：
・訪問介護・訪問看護・通所介護
・小規模多機能型居宅介護

■介護予防サービス

・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護等）

■在宅系サービス：
・訪問介護・訪問看護・通所介護
・小規模多機能型居宅介護 ・介護老人福祉施設

・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

等

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

等

■施設・居住系サービス

病院：
急性期、回復期、慢性期
病院：
急性期、回復期、慢性期

※厚生労働省老健局振興課より
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す
ま
す
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国
で

は
、
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」

が
75
歳
以
上
に
な
る
２
０
２
５
年

（
平
成
37
年
）
を
目
途
に
、
重
度

な
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
「
医
療
」、「
介

護
」、「
予
防
」、「
住
ま
い
」、「
生

活
支
援
」
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ

る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
を
実
現
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

  

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
て

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
方
法
と
し
て
、
在
宅
や
施
設

利
用
な
ど
の
選
択
肢
が
あ
り
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
り
た

い
か
、
ま
ず
は
「
本
人
の
選
択
」

が
最
も
重
視
さ
れ
ま
す
。
こ
の
選

択
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
本

人
の
生
活
の
質
を
尊
重
で
き
る
よ

う
、
本
人
お
よ
び
家
族
が
互
い
に

考
え
、
理
解
し
、
心
構
え
を
持
つ

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
「
本
人
の
選
択
と
本
人
・

家
族
の
心
構
え
」
を
土
台
と
し

て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は

①「
す
ま
い
と
す
ま
い
方
」②「
介

護
予
防
・
生
活
支
援
」
③
「
介
護
・

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
④
「
医

療
・
看
護
」
⑤
「
保
健
・
福
祉
」

の
５
つ
の
要
素
か

ら
な
る「
植
木
鉢
」

で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

て
い
ま
す
。

  

５
つ
の
要
素

①
す
ま
い
と
す
ま
い
方

　
生
活
の
基
盤
と
し
て
必
要
な

住
ま
い
が
整
備
さ
れ
、
本
人
の

希
望
と
経
済
力
に
か
な
っ
た
住

ま
い
方
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。
高
齢
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
と
尊
厳
が
十
分
に

守
ら
れ
た
住
環
境
が
必
要
で

す
。

②
介
護
予
防
・
生
活
支
援

　
心
身
の
能
力
の
低
下
、
経
済

的
理
由
、
家
族
関
係
の
変
化
な

ど
が
あ
っ
て
も
、
尊
厳
の
あ
る

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
生
活
支
援
を
行
う
こ
と
を
い

い
ま
す
。
生
活
支
援
に
は
、
食

事
の
準
備
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
化

で
き
る
支
援
か
ら
、
近
隣
住
民

の
声
か
け
や
見
守
り
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
〝
助
け
合
い
・
支
え
合

い
〟
に
基
づ
く
支
援
活
動
な
ど

幅
広
く
、担
い
手
も
多
様
で
す
。

　
ま
た
、
日
常
生
活
の
活
動
を

高
め
、
家
庭
や
社
会
、
地
域
に

参
画
し
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ

と
に
よ
り
、
結
果
、
介
護
予
防

の
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
介
護
予
防
と
生
活
支
援
は

一
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
～
⑤
介
護
・
医
療
・
保
健
・
福
祉

　
個
々
人
の
抱
え
る
問
題
や
課

題
の
解
決
を
図
る
た
め
に
「
介

護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」、

「
医
療
・
看
護
」、「
保
健
・
福
祉
」

が
専
門
職
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

  

雲
南
市
の
取
り
組
み

　
植
木
鉢
の
絵
は
、
あ
る
一
人
の

地
域
生
活
を
支
え
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
成
要
素
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
地
域
住
民
が
抱

え
る
課
題
に
よ
っ
て
「
医
療
・
看

護
」
の
葉
が
大
き
く
表
現
さ
れ
、

「
保
健
・
福
祉
」
が
小
さ
い
葉
と

し
て
表
現
さ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば

「
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

と
「
住
ま
い
」
が
大
き
く
表
現
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
植
木
鉢
は
多
種

多
様
な
形
で
地
域
の
中
に
存
在
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
資
源
を
適
切
に
組
み
合

わ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
や
サ
ー

ビ
ス
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
体

制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、「
自
助
・
互
助
・

共
助
・
公
助
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
め
ざ
す
〝
地
域
で
支
え

合
う
暮
ら
し
づ
く
り
〟
そ
の
も
の

で
す
。

　
雲
南
市
に
お
い
て
も
、
市
民
の

皆
さ
ん
、
関
係
団
体
・
機
関
の
皆

さ
ん
な
ど
と
意
見
交
換
を
重
ね
な

が
ら
、
雲
南
市
版
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
向
け
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※三菱UFJ リサーチ&コンサルティング
　「＜地域包括ケア研究会＞地域包括ケアシステムと地域マネジメント」より
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平成29年度雲南市出前講座「ふるさとづくり講座」メニュー一覧表
№ 講座のテーマ 講座の内容 担 当 課 室

1 「課題解決先進地」をめざして…
 ～第 2 次雲南市総合計画～

平成27年度から平成36年度までの10年間のまちづ
くりの目標と方向性を示す「第２次雲南市総合計画」
について説明します。

政策推進課 TEL 40-1011
FAX 40-1019

2 チャレンジ連鎖によるまちづくり
～人口の社会増へのプロジェクト～

「人口の社会増」をめざし、「子どもチャレンジ」「若
者チャレンジ」「大人チャレンジ」の連鎖を切れ間な
く創り出す未来づくりへの挑戦について説明します。

政策推進課 TEL 40-1011
FAX 40-1019

3 チェックしてみよう！雲南市
～行政評価の仕組みと見方～

雲南市では、平成19年度から行政評価システムを
導入し、評価結果を毎年公表しています。その仕組
みと見方を説明します。

政策推進課 TEL 40-1011 
FAX 40-1019

4 諸外国についてもっと知ろう！
雲南市の国際交流員を講師に、外国の歴史、文化、
社会、自然などを紹介します。（交流員の送迎は、
原則として申込者でお願いします。）

地域振興課 TEL 40-1013 
FAX 40-1019

5 美味しい異国の料理を作ろう！
雲南市の国際交流員を講師に、外国料理の実習や食
文化を紹介します。（材料等の準備や交流員の送迎
は、原則として申込者でお願いします。）

地域振興課 TEL 40-1013 
FAX 40-1019

6 雲南市の定住対策について
「空き家バンク制度」や「定住支援員等の専門スタッ
フ」について、また空き家の改修費用や片付け費用
を助成する制度について説明します。雲南市の人口
動態や近年のUIターンの傾向についても紹介します。

うんなん暮らし
推進課

TEL 40-1014 
FAX 40-1019

7 雲南市の情報発信について 雲南市が行っている情報発信について説明します。 情報政策課 TEL 40-1015 
FAX 40-1019

8 防災について
風水害対策、地震対策、原子力災害対策、防災ハン
ドブック、ハザードマップなど雲南市の防災対策に
ついて説明します。

危機管理室 TEL 40-1027 
FAX 40-1029

9 雲南市の財政状況について 雲南市の平成29年度予算ならびに平成32年度まで
の財政計画について分かりやすく説明します。 財政課 TEL 40-1023 

FAX 40-1029

10 気づいて築く！『男女共同参画』 男女共同参画とは？分かりやすく、身近なところか
らお話しします。

男女共同参画
センター

TEL 42-1767 
FAX 42-1839

11 売買契約とクーリングオフ制度 売買契約に関わるクーリングオフ制度について、事
例を交えて分かりやすく説明します。

消費生活
センター

TEL 40-1123 
FAX 40-1039

12 ごみの分別方法とリサイクルの推進
ごみの分別方法、リサイクル推進事業を説明した後、
参加者が実際のごみを使って実践し理解を深めてい
ただきます。

環境政策課 TEL 40-1033 
FAX 40-1039

13 市税について 市税について説明します。 税務課 TEL 40-1034 
FAX 40-1125

14 避難行動要支援者の避難支援制度に
ついて

災害時の避難に支援を必要とする方を地域でサポー
トする仕組み「避難行動要支援者の避難支援制度」
について説明します。

健康福祉
総務課

TEL 40-1041 
FAX 40-1125

15 介護保険制度について 介護保険制度の内容や申請方法等について説明しま
す。

長寿障がい
福祉課

TEL 40-1042 
FAX 40-1049

16 障がい者福祉制度について 障がい者福祉制度の内容について説明します。 長寿障がい
福祉課

TEL 40-1042 
FAX 40-1049

　６月より市職員による出前講座を行います。この講座は、市民の皆さんへの積極的な情報提供を通して、
市政への理解を深めていただくとともに、市民の皆さんからの意見をお聞きし、今後の市政運営に生かすた
めのものです。お気軽に申し込みください。
　
対　　象　　原則、市内に在住、在勤、在学している10人以上の団体など
時　　間　　原則、９時から21時まで
申込方法　　開催予定日の14日前までに直接担当課へ申込書を提出してください。
講 師 料　　無料（ただし、実習費等は実費負担していただきます。）
そ の 他　　会場は市内に限り、会場予約および参加者への連絡等は主催者側でお願いします。

申込書は、市役所および各総合センターに用意してあります。また、市ホームページからダ
ウンロードすることもできます。

雲南市出前講座
「ふるさとづくり講座」
雲南市出前講座

「ふるさとづくり講座」
雲南市出前講座

「ふるさとづくり講座」
【問】情報政策課　☎0854-40-1015
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№ 講座のテーマ 講座の内容 担 当 課 室

17 高齢期を元気に暮らすために、介護
予防サービスを利用しましょう

まだまだ身の回りのことはできるけど、ときどき出
かけて体操したり、交流したり、ヘルパーさんに訪
問してもらって、より元気に過ごしたい高齢者の皆
さんへ、介護予防について説明します。

地域包括
支援センター

TEL 40-1043 
FAX 40-1049

18 認知症サポーター養成講座
認知症について分かりやすくお話をし、受講された
方には、認知症サポーターの証であるオレンジリン
グをお渡しします。

地域包括
支援センター

TEL 40-1043 
FAX 40-1049

19 健診を受けよう！ 
～受けるとお得なんです！！～

「雲南市成人健診のしおり」をもとに、雲南市が実
施する特定健診、がん検診の意義や内容はもちろん
健診を受けるとお得な点について分かりやすくお話
しします。

健康推進課 TEL 40-1045 
FAX 40-1049

20 脳卒中を防ごう 
～やっぱり減塩が大事！！～

働き盛りに多い脳卒中の正しい知識を身につけ、塩
分チェックなどを通して楽しみながら自分に合った
減塩方法を一緒に勉強しましょう。

健康推進課 TEL 40-1045 
FAX 40-1049

21 糖尿病と C
シーケーディー

KD（慢性腎臓病）にな
らないために

新たな国民病とも言われているＣＫＤ（慢性腎臓病）
とその原因として多い糖尿病。予防するために知っ
ておきたい基礎知識と心がけについてお話しします。

健康推進課 TEL 40-1045 
FAX 40-1049

22 あなたのこころは元気ですか？ 
～こころの不調に気づき、声かけしよう～

ご自身や周囲の人のこころの声に耳を傾け、早めに
ケアすることが大切です。こころの病気の正しい知
識、声かけの大切さについてお話しします。

健康推進課 TEL 40-1045 
FAX 40-1049

23 お口の健康づくりについて 
～おいしく食べるために～

お口のはたらきは食べることはもちろん、会話や表
情など豊かな生活を送るうえで重要な役割をしてい
ます。歯や口の健康づくりから、毎日いきいきと過
ごすためのコツを分かりやすくお話しします。

健康推進課 TEL 40-1045 
FAX 40-1049

24 転倒予防のお話と実技 転ばないための日常生活の注意等のお話と実技（健
脚度測定、体操など）を行います。（対象：60 歳以上）

身体教育医学
研究所うんなん

TEL 49-9050 
FAX 49-7050

25 多面的機能支払交付金について！ 多面的機能支払制度交付金について説明します。 農政課 TEL 40-1051 
FAX 40-1059

26 集落営農の組織化・法人化を進めま
せんか！

農業の担い手が不足している地域において集落ぐる
みでの営農を進めるため、営農組織の設立や運営方
法、法人化に向けた取り組みなどについて分かりや
すく説明します。

農政課 TEL 40-1051 
FAX 40-1059

27 なるほど有害鳥獣対策！ 農作物などへの被害を防ぐための有害鳥獣対策につ
いて分かりやすく説明します。 林業畜産課 TEL 40-1050 

FAX 40-1059

28 土地改良事業について
◆各種基盤整備事業◆農業競争力強化基盤整備事業 
農地整備事業（経営体育成型）◆県単ため池安全確
保事業◆（市単）土地改良事業補助金◆土地改良施
設維持管理適正化事業の 5 事業について説明します。

農林土木課 TEL 40-1053 
FAX 40-1059

29
ＳＴＥＰ １
住宅の耐震化と大地震に対する備え
について学ぼう！（基本編）

突然やってくる大地震から自分や家族を守るための方
法・知識について学びます。大型の住宅模型を使った
実習や子どもも楽しめる住宅紙模型（紙ぶるる君）の
製作など、皆さんで楽しく学べるものとなっています。

建築住宅課 TEL 40-1065 
FAX 40-1069

30
ＳＴＥＰ ２ 
住宅の耐震化と大地震に対する備え
について学ぼう！（避難所運営編）

大地震発生後、住宅の倒壊などのため、指定避難所
へ多数の避難者が押し寄せます。これらの避難者を
誘導し、適切な避難所運営を行うスキルを身に付け
ることができます。講座では、静岡県発案の「避難
所Ｈ

ハ グ

ＵＧカード」を使って、ゲーム感覚で楽しく学
ぶことができます。特に、組織の防災担当者やリー
ダー的存在の方の受講をお勧めします。

建築住宅課 TEL 40-1065 
FAX 40-1069

31 水循環の大切さ「水道のしくみ」
おいしい水を作る浄水場の仕組みや、水道を通じた
水の循環など、命の源である水を大切に使うことの
大事さを説明します。

工務課 TEL 40-0163 
FAX 42-5129

32 水循環の大切さ「下水道のしくみ」
身近な生活環境の改善や、川、海の水質保全など環
境に対する重要な役割を担う下水道について、下水
処理場で水がキレイになる仕組みなど下水道の大切
さを説明します。

下水道課 TEL 42-3471 
FAX 42-5129

33 農業委員会の役割について
農業委員の仕事や農地の取得・利用・転用の手続き
など、農業委員会の役割について分かりやすく説明
します。

農業委員会
事務局

TEL 40-1092 
FAX 40-1019

34 同和問題、差別事象から学ぶ！ 人権・同和問題を事象や歴史、身近な事例を交えて
分かりやすくお話しします。 人権教育室 TEL 42-1767 

FAX 42-1839

35 雲南「歴史の幸」探訪

雲南市が誇れる遺跡や出土品、身近に所在する遺跡
などに関して、次の三講座からご希望の内容につい
てお話しします。 

①加茂岩倉遺跡と銅鐸 
②斐伊川流域の古代・中世鉄物語 
③わが町の遺跡マップ（＊本講座は、小・中学校生徒が対象です）

文化財課 TEL 40-1104 
FAX 40-1106

【講師派遣を希望される皆さんへ】
受講希望の方は、開催を希望する日の14日前までに各講座の担当課へ直接申し込んでいただき、日程調整等を行ってください。
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４/23

　加茂図書館が国立オリンピック記念青少年総合セン
ター（東京都渋谷区）で行われた「子どもの読書活動
推進フォーラム」において平成29年度子供の読書活動
優秀実践図書館の文部科学大臣表彰を受賞しました。
　この表彰は、文部科学省が平成14年度から読書の推
進に資するため、優れた取り組み等を行っている学校、

加茂図書館が
文部科学大臣表彰を受賞しました日

▲加茂小学校の図書館学習 ▲速水市長に受賞報告を行った星
ほ し の

野 淳
じゅん

館長（写真左）と景
かげやまたみこ

山民子
司書（写真中央）

図書館および団体（個人）を表彰して
いるもので、加茂図書館は地元ボラン
ティアグループの「ラブッククラブ」と一緒になって
の読み語り事業や学校図書館と一体となった蔵書検索
システムの構築などの成果が認められ、この度の受賞
となりました。

表彰状

　国内外の胡
こちょうらん

蝶蘭やシンビジウムなどのラン300品種
以上を展示即売する第18回ラン・蘭・らんまつりが、
明石緑が丘公園（三刀屋町）で行われました。
　このまつりは、「ランまつり実行委員会」（委員長 

▲展示・販売されたラン▲来場者でにぎわう会場

今年も見事なランが咲き誇っていました
４/14

～

４/16
金

日

千
ち

原
はら

孝
たか

美
み

さん）が主催され、ランのほ
か、地域農産物、山野草、花苗等の販
売ブースなどもあり、多くの来場者で
にぎわいました。

うんなん日和
まちの話題を

紹介します
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４
月
末
、
吉
田
町
宇
山
を
訪
問
し
ま
し
た
。
目
的
は
、
地
域
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
炭
を
使
っ
た
蓄

電
池
を
活
用
し
た
街
灯
シ
ス
テ
ム
」
の
視
察
で
し
た
。

　
宇
山
で
は
こ
れ
ま
で
農
業
法
人
宇
山
営
農
組
合
に
よ
る
米
を
主

体
と
し
た
農
産
物
生
産
に
取
り
組
ま
れ
、
こ
こ
数
年
台
湾
へ
米
を

輸
出
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
宇
山
を

愛
す
る
気
持
ち
か
ら
、
そ
し
て
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
創
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
「
里
山
照
ら
し
隊
」
が
結
成
さ
れ
、
具
体
的
活

動
の
成
果
と
し
て
右
記
シ
ス
テ
ム
を
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
も
高
性
能
蓄
電
池
の
開
発
を
成
長
戦
略
の
一
つ
と
し
て
掲
げ

て
い
る
中
、
低
コ
ス
ト
で
安
全
な
炭
蓄
電
池
を
作
り
、
そ
れ
を
活
か

し
た
シ
ス
テ
ム
の
誕
生
は
本
当
に
画
期
的
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
を
挙
げ
て
老
若
男
女
の
皆
さ
ん
が
山
に
入
り
竹
を
切
っ
て

炭
を
つ
く
り
、
専
門
家
の
指
導
の
も
と
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を
組
み
立

て
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
を
組
み
合
わ
せ
て
街
灯
シ

ス
テ
ム
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
が
広
が
れ
ば
、
山
に
繁
茂
す
る
竹
の
利
活
用
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
最
中
、
今
回
の
事
例
は
大
い
な
る
福ふ

く
い
ん音
で
あ

り
、
周
り
の
山
々
は
ま
さ
に
宝
の
山
と
な
り
ま
す
し
、
皆
さ
ん
が

生
き
生
き
と
連
携
し
た
生
産
活
動
の
実
態
は
、
ま
さ
に
地
方
創
生

の
実
践
そ
の
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
雲
南
市
が
誕
生
し
て
以
来
、
自
然
の
幸
、
人
の
幸
、
歴
史
の
幸
、

食
の
幸
の
豊
か
さ
に
私
た
ち
自
身
が
気
づ
き
、
磨
き
を
か
け
、
そ

れ
ら
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
自
然

の
幸
を
活
か
し
た
取
り
組
み
で
は
、
里
山
再
生
特
区
の
指
定
を
受

け
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で
市
内
の
４

つ
の
公
共
施
設
で
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
今
回
の
取
り
組
み
が
市
内
全
域
に
広
が
る
と
す
れ
ば
、
広

が
り
の
あ
る
森
林
資
源
の
活
用
事
例
に
な
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　
雲
南
市
が
認
定
を
受
け
て
い
る
プ
ラ

チ
ナ
自
治
体
が
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
、
環

境
に
や
さ
し
く
、
老
若
男
女
が
社
会
参

加
し
、
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
心
配
が

な
く
、
雇
用
が
あ
り
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
プ
ラ
チ
ナ
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る

社
会
で
す
。

　「
里
山
照
ら
し
隊
」
の
取
り
組
み
は
、

そ
う
し
た
社
会
実
現
の
見
え
る
化
に
つ

な
が
る
こ
と
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

 

自
然
の
幸
を
活
か
し

　
　
　
ひ
と
が
輝
く
社
会
を

竹
炭
蓄
電
池
の
取
り
組
み

市長
コラム

▲炭を使った蓄電池を活用した
街灯システム

　大東農村環境改善センター「桂荘」の入浴者数が40
万人となり記念セレモニーが行われました。
　記念すべき40万人目の入浴者となられた岸

きし

田
だ

初
はつ

音
ね

さん（広島県）へ、海潮温泉桂荘運営委員会 会長 宮
みや

川
がわ

 昇
のぼる

さんから日本の棚田百選に
選ばれている地元山王寺の棚田米
15kgと桂荘の入浴券が 贈 ら れ た
ほか、松

まつ

本
もと

廣
ひろ

志
し

さん（大東町）に
よる恵比寿大黒舞が披露され来場
者へ紅白餅が振る舞われました。

▲岸田さんを囲んでの記念写真

桂
かつら

荘
そう

入浴者40万人記念セレモニー５/８
月

　山道を駆け抜ける第５回さくらおろち湖トレイルラ
ンニングレースがさくらおろち湖で行われ、県内外か
ら過去最高の353人が参加しました。
　島根県さくらおろち湖ボート競技施設をスタート・
ゴールとし、尾原ダム周辺の山道や三沢城へ続く殿様
街道、田んぼのあぜ道、三沢の中心地や牧場近くを
走るなど多彩なコースがあり、ロングコースは27km、
ショートコースは15kmの２部門で、昨年より難易度が
上がったコースを参加者は駆け抜けました。
　途中の休憩ポイントでは、地元の方の心のこもった
差し入れや応援に駆け付けた小学生の声援など、多く

春のさくらおろち湖を駆け抜けて４/23
日

▲沿道で声援を送る三
み
沢
ざわ
小学校の児童たち

の方が参加者を応援し332人が完走し
ました。

うんなん
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雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

　雲南市立病院では、平成23年度より「病気の早期発見」「生活習慣病などの予防」や「医療に関する情報の提供」
などを目的に医療出前講座を行っています。
　この出前講座は、市内の各種団体の皆さんから大変好評を得ており、平成28年度は全81回、約2,000人の方々
に参加していただきました。平成29年度につきましても、地域住民の皆さんが“知りたい”“聞いてみたい”と
思っていただける内容の講座となるよう多様なメニューを用意しましたので、ぜひ利用ください。
　当院は、積極的に地域に出かけ、皆さんとふれあい、「地域に親しまれ、信頼され、愛される病院」となるよ
う心がけていきますので、多くの皆さんにこの「医療出前講座」を利用いただきますようよろしくお願いします。

対　象：原則、市内に在住、在勤、在学している10人以上の団体、グループなどです。
会　場：市内に限ります。　　
時　間：土曜・日曜・祝日を除く平日の14時から17時までのうち１時間程度です。
講師料：無料です。（ただし、実習費等については実費負担していただきます）
申込み：開催予定日の2ヵ月前までに病院総務課へ申込書を持参いただくか、電話・ＦＡＸ・メールで申し込んでいただき、

日程調整をさせていただきます。
その他：会場の手配、参加者への連絡等は主催者側でお願いします。

申込書は病院総務課に備えつけておりますが、病院ホームページからダウンロードすることもできますので利用く
ださい。

医療出前講座「飛び出す！雲南病院講座」
総務課　☎0854-43-2441

　
４
月
26
日
（
水
）
に
平
成
29
年

度
が
ん
ば
れ
雲
南
病
院
市
民
の
会

総
会
、
翌
27
日
（
木
）
に
平
成
29

年
度
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
て

ご
っ
人と

」
総
会
が
大
東
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
の
会
総
会
に
は
市
民
の
会

の
皆
さ
ん
と
市
職
員
、
病
院
職
員

の
総
勢
16
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総

会
に
は
、て
ご
っ
人
の
皆
さ
ん
と
、

病
院
職
員
の
総
勢
23
人
の
出
席
が

あ
り
、
平
成
28
年
度
事
業
報
告
・

会
計
報
告
、
平
成
29
年
度
事
業
計

画
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。
病
院
か
ら
は
新
棟
建
設
の
進

捗
状
況
や
平
成
28
年
度
の
経
営
状

況
、
医
師
確
保
等
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　
役
員
に
お
い
て
は
市
民
の
会
は

会
長・加か

藤と
う
一い
ち
郎ろ
う
さ
ん
、
副
会
長・

加か

本も
と
恂し
ん
二じ

さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
は
会
長
・
石い
し

川か
わ 

勝ま
さ
るさ
ん
、

副
会
長
・
小こ

山や
ま
繁し
げ
樹き

さ
ん
が
務
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

※
雲
南
市
立
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
「
て
ご
っ
人
」
と
は
…

　平

成
21
年
５
月
25
日
、「
が
ん
ば
れ

雲
南
病
院
市
民
の
会
」、「
雲
南
病

院
を
支
え
よ
う
市
民
の
会
」
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
の
下
、
病
院
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
24
年
に
は
愛
称
を
「
て

ご
っ
人
」
と
し
て
、
病
院
周
辺
の

草
刈
り
な
ど
の
美
化
活
動
や
、
外

来
患
者
さ
ん
の
案
内
、
車
い
す
介

助
、
花
の
展
示
な
ど
を
行
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　今
後
、
病

院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
皆
さ
ん

と
病
院
ス
タ
ッ
フ
と
が
、
手
と
手

を
取
り
合
い
な
が
ら
一
緒
に
活
動

し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

病
院
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
引
き
続

き
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
年
齢
や
経

験
な
ど
は
一
切
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
連
絡
先
（
大
東
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
☎
０
８
５
４
ー
43
ー
２
２
７
０

「雲
南市立

病院ボランティアの会・がんばれ雲南病院市民の会」総会開催
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№ テーマ 内　容 担当者
1 救急医療について 救命手当をいかに早く行うか？その時あなたにもできることをお伝えします。 地域総合診療科医師
2 胃がん・大腸がん・乳がんとの付き合い方 がんとのお付き合いの仕方をお話しします。 外科医師

3 乳幼児健診・予防接種の知識
　　　　　　　　　～子どもを病気から守る～

子どもの病気の予防、早期発見を目的として行われている乳幼児健
診、予防接種について知っていると便利な知識をお話しします。

小児科医師4 乳幼児期によくみられる病気
　　　　　　　　　～小児救急にかかる前に～

乳幼児はよく熱を出したり、食欲が落ちたりして家族は心配します。
救急に行く前に、観察点、対応すべき点などをお話しします。

5 少子化時代の子育て～三つ子の魂百まで～ 少子高齢化社会となり、子育て環境も大きく変化しています。「三つ子の魂
百まで」ということわざがあります。子育てについて考えましょう。

6 医師からみた生活習慣病について
糖尿病や肥満症、高脂血症、高血圧、脳卒中などの生活習慣病について、
医師が分かりやすくお話しします。また、生活習慣病の予防・健康維持と
運動、休養、飲酒、喫煙などとの関係についてもお話しします。

地域ケア科医師
内科医師

7 医師からみた
　　病院と地域のつながりの大切さ

これからの医療は、病気と共存しながらQ
キュー

O
オー

L
エル

の維持・向上をめざす、
住み慣れた地域や自宅での生活のための医療、地域全体で支える医
療についてお話しします。

8 看取りと訪問診療について 雲南での暮らしをより充実したものにする、自宅での安全安心な医
療について分かりやすく説明します。

9
豊かな暮らしのために
伝えよう！自分の望む「医療」につ
いて

これから受ける医療やケアについて、あなたの考えを家族や医療者
に伝えておく、その大切さと方法を分かりやすく説明します。

10 心配だけどだいじょうぶ？
　　　　　　　　こどもの救急対応 正しい知識を習得していただき、不安を解消します。

看護師11 訪問看護ってなぁに？
訪問看護の実際やできることをお話しします。お家での介護や看護
で不安や疑問などはありますか？サービス内容や料金など説明しま
す。

12 今から始める介護の１，２，３ 介護をしている方にも、これから介護をする方にも分かる、簡単な
介護１，２，３を説明します。

13 嚥
えん

下
げ

障害・誤
ご

嚥
えん

について
“食事中にむせやすくなった”“飲み込みにくくなった”そのように
感じることはありませんか？嚥下障害（飲み込むことの障害）や誤
嚥、その予防方法についてお話しします。

認定看護師
言語聴覚士

14 腰痛・ひざ痛・肩痛の予防 生活での注意点や予防体操などについてお話しします。 理学療法士
作業療法士

15 目の病気ついて 年を取ると起こりやすい目の病気や症状についてお話しします。
他にも目のことなら何でも要望ください。 視能訓練士

16 正しい検査結果を得るために
　　　　　　あなたにもできること

検査データは検体採取前の“ちょっとしたこと”で変動します。その
“ちょっとしたこと”“気を付けて欲しいポイント”を伝えます。 臨床検査技師

17 お薬の飲み方 薬の飲み方などについて、素朴な疑問を薬剤師と一緒に考えます。
薬剤師18 薬物乱用・薬の弊害について 薬物依存の怖さや薬物に関する正しい知識等を伝えます。

19 防煙・禁煙について 喫煙および受動喫煙による健康被害などについてお話しします。
20 乳がん検診について 撮影（検査内容）、その他注意事項などを説明します。 診療放射線技師
21 初歩的な介護保険のお話 初めて利用するときのために使用できるサービスと介護度について説明します。 相談員
22 健診の現場からアドバイスできること 健診現場の実態から、健康生活へのアドバイスを行います。

保健師
23 若い方からお年寄りまで健康に過ごす

ためのよい生活をアドバイスします!!
年代に応じた生活全般（食生活や運動など）について受講者参加型
の楽しく学べるお話をします。

24 生活習慣病を防ぐ食事 糖尿病、高血圧、脂質異常症、骨粗しょう症などを予防する食生活
についてお話しします。 管理栄養士

25 高齢者に大切な食事について 高齢者向けの食生活についてお話しします。
26 褥瘡（床ずれ）予防について 褥瘡（床ずれ）にならないようにするにはどうしたらよいか説明します。 褥瘡委員会

27 流行している感染症から身を守ろう！ インフルエンザ、ノロウイルス感染症など様々な感染症の知ってお
きたい情報を分かりやすくお話しします。

Ｉ
ア イ

Ｃ
シ ー

Ｔ
ティー

（感染対策チーム）
28 認知症について 認知症に対する基礎知識と理解を深め対応についてお話しします。 認知症対策チーム

29 D
ディー

M
 マ ッ ト

AT（災害派遣医療チーム）について 災害時における対応やＤＭＡＴ（災害急性期に活動を行う災害派遣
医療チーム）について説明します。 ＤＭＡＴチーム

30 糖尿病について 糖尿病とはどんな病気？、どうして治療が必要なの？など、糖尿病
を分かりやすく説明します。 糖尿病対策チーム

31 緩和治療ってなぁに？ 痛みをがまんする必要がないこと、痛みをとることができることを分
かりやすく説明します。 緩和ケア委員会

32 いざという時役立つ救急法
　　　　　～わかりますか？Ａ

エ ー

Ｅ
イ ー

Ｄ
ディー

の使い方～
心臓マッサージとＡＥＤの使い方を説明します。併せて体験も行います。 救急対応委員会

33 ふるさと教育～雲南の医療現場から～ 小中高校へ病院のスタッフが出向きます。医療現場の状況や働く喜び、
医療職への道などについてお話しします。 地域医療人育成センター

34 病院でお支払いされる医療費について 保険診療のしくみ、医療費の計算方法について説明します。 情報管理課
35 病院経営について 病院の経営状況、人材育成事業・ボランティア活動などを紹介します。 総務課
36 病院建設について 病院建設における現状と今後の予定について説明します。 病院建設室
37 これからの地域医療について 地域医療を取り巻く現状や課題、これからの方向性について説明します。 大

おお

谷
たに

　順
じゅん

 院長

平成29年度　雲南市立病院医療出前講座「飛び出す！雲南病院講座」メニュー一覧
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１年に１度健康診断を受けていますか？雲南市立病院では、“誰でも、何歳でも、どこに住ん
でいても”受けることのできるドックがあります。

私の安心・家族の安心
～まずは健診を受けることから～

日帰り人間ドック
※雲南市立病院独自のドック内容です。

■診察　■身体測定　■血圧測定　■視力検査　■聴力検査　■検尿（尿蛋白・尿潜血・尿糖）　
■血液検査（貧血・肝機能・コレステロール・中性脂肪・血糖）　■胸部レントゲン検査　■心電図検査

■大腸がん検査（便潜血検査）　■詳しい血液検査
■胃の検査（胃カメラまたは胃透視検査で食道・胃・十二指腸をチェック）

■腹部超音波検査
（肝臓・胆

たん

嚢
のう

・膵
すい

臓
ぞう

・腎臓をチェック）

■眼底・眼圧検査
（眼の病気や動脈硬化の状態をチェック）

■肝炎（Ｂ型・Ｃ型）ウイルス検査
■さらに詳しい血液検査

A・C・B共通

A・C共通

Aのみ

+ +

+
※雲南市国民健康保険加入者が、市の助成を
受けて受診できる人間ドックは、この「日帰
り人間ドックＡ」にあたります。
（人数に制限があります）

　
平
成
24
年
に
始
ま
っ
た
院
内
サ

ロ
ン
「
ふ
れ
愛
♥
」
は
、
今
年
４

月
で
５
周
年
を
迎
え
、
４
月
28
日

（
金
）
の
サ
ロ
ン
で
さ
さ
や
か
な

お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
世
話
人
の
小こ

林ば
や
し貴き

美み

子こ

さ
ん
を
は
じ
め
、
入
院
中
や
外

来
通
院
中
の
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

の
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
院
の
医
師
や
ス
タ
ッ
フ

も
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

サ
ロ
ン
で
の
思
い
出
話
に
花
が
咲

い
た
り
、
闘
病
中
の
話
や
サ
ロ
ン

に
参
加
す
る
こ
と
で
自
分
の
想
い

を
聞
い
て
も
ら
え
て
と
て
も
心
の

支
え
に
な
っ
た
等
、
い
ろ
い
ろ
な

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
お
茶
や
和
菓
子
を
食
べ
な

が
ら
わ
き
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
一
緒
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
院
内
サ
ロ
ン「
ふ
れ
愛
♥
」は
、

病
気
に
つ
い
て
の
不
安
を
抱
え
る

患
者
さ
ん
・
ご
家
族
の
交
流
の
場

で
あ
り
情
報
交
換
・
学
習
の
場
で

す
。
世
話
人
の
方
や
さ
ま
ざ
ま
な

職
種
の
病
院
ス
タ
ッ
フ
と
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
話
が
で
き
る
憩
い
の

場
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

変
わ
ら
ず
毎
月
第
２
、
第
４
金
曜

日
の
13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分
ま

で
、
南
棟
２
階
　
検
診
・
ド
ッ
ク

室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

▲院内サロン入口 ▲院内サロンの様子

院
内
サ
ロ
ン「
ふ
れ
愛
♥
」が

５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
！
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ワンポイント
アミノインデックス（Ａ

エー
Ｉ
アイ

Ｃ
シ－

Ｓ
エス

検査）
■５㎖の採血で複数のがんのリスクを検査します。がんである「確率」「可能性」「危険性」を評価する検査です。
がんであるか否かをはっきりと判断するものではありません。

前立腺腫瘍マーカー検査 
■血液を採取して、Ｐ

ピー
Ｓ
エス
Ａ
エー
（前立腺特異抗原）の数値を測定する検査です。

■前立腺がんは、男性の膀胱のすぐ下、尿道を取り囲んでいる臓器にできるがんです。進行はゆっくりで、初
期ではほとんど自覚症状がありません。かなり進行した状態になると、尿が出にくいといった症状が出てき
ます。早期の発見と治療で多くの場合は治癒可能です。

肺がん検診（マルチスライスＣＴ検査）
■ドーナッツ状の装置の中で仰向けになって断層画像を撮影する検査です。通常のX線撮影（平面画像）で見つ
けにくい患部を発見し、呼吸器疾患の発見にも役立つ検査です。
■肺がんは、気管・気管支・肺胞の細胞が、がん化する病気です。転移しやすく、有効な治療法が少ないといっ
た理由で死亡率が高い病気と言われています。

骨粗しょう症検診（骨密度検査）
■ベッドに横になり腰

よう
椎
つい
をX線撮影してコンピュータ解析で骨量を調べる検査です。

■骨粗しょう症は、骨量が減少して骨がもろく折れやすくなる病気です。自身の骨の状態を知ることが、骨粗しょ
う症の予防につながります。

動脈硬化検診（血圧脈波検査）
■ベッドに横になり、両手首・両足首の血圧、心電図、心音図を測定して、血管の硬さや詰まり具合を調べ、
動脈硬化の有無（血管年齢）を予測する検査です。
■動脈硬化症とは“動脈が硬くなること”。進行すると、高血圧や心不全、心筋梗塞や狭心症、脳梗塞などを引
き起こすこともあります。高血圧、脂質異常、糖尿病を有する方は特に検査をお勧めします。

腹部超音波検査 
■人体に害のない超音波を使って、肝臓・胆

たん
嚢
のう
・膵
すい
臓
ぞう
・腎臓などの異常（病気）を発見する検査です。

乳がん検診（マンモグラフィ /乳房視触診）
■マンモグラフィは乳房専用のX線撮影です。視触診で発見しにくい小さな腫

しゅ
瘤
りゅう
などを見つけることができます。

視触診は医師が乳房を触って、しこりがないか検査します。
■乳がんは、乳腺細胞ががん化する病気です。早期発見・早期治療ができれば治りやすいがんでもあります。半面、
転移しやすく再発することもある油断ができないがんでもあります。

子宮頚がん検診（子宮頚部細胞診＋経腟超音波検査）
■子宮頚部の細胞を採取して、がん細胞の有無や種類を調べたり、超音波（エコー）検査で子宮や卵巣に異常
がないかを調べる検査です。
■子宮頚がんは、子宮の入り口付近に発生するがんで、発見しやすいがんですが、進行すると治療が難しいこ
とから早期発見が重要ですので、無症状の時から定期的な検診が大切です。

Ｈ
エイチ

Ｐ
ピー

Ｖ
ブイ

（ヒト・パピローマウイルス）検査 
■子宮頚がんの原因である、ヒト・パピローマウイルスの感染を調べる検査です。

脳Ｍ
エム

Ｒ
アール

Ｉ
アイ

・Ｍ
エム

Ｒ
アール

Ａ
エー

検査 
■ＭＲＩ（磁気共鳴断層撮影装置）で、脳の病気の発見・脳の老化度の評価をし、ＭＲＡ（血管撮影）で脳動脈・
頸動脈を調べる検査です。

下記のオプション検査も用意しています。
（人間ドックに追加して受けることのできる検査でアミノインデックスと乳がん検診以外は単独で受けることはできません）

お気軽に問い合わせください。
雲南市立病院　健康管理センター保健推進課　電話☎０８５４－４３－３６０２
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悠
はると

斗ちゃん（加茂町猪尾）
平成 28年６月２日生まれ
１歳おめでとう
悠斗はみんなのアイドルだよ
これからもみんなを笑顔にしてね

栂と
が

　
佑ゆ
う
さ
ん
・
ふ
み
香か

さ
ん
の
お
子
さ
ん

龍
りゅうのすけ

之介ちゃん（大東町中湯石）
平成 28年６月８日生まれ
龍ちゃんお誕生日おめでとう
いつも可愛い笑顔ありがとう
優しく元気に育ってね

曽そ

た田
裕ひ
ろ
ゆ
き之
さ
ん
・
仁ひ
と
み美
さ
ん
の
お
子
さ
ん

仁
に こ

恋ちゃん（大東町岡村）
平成 28年６月 20日生まれ
にこちゃん１歳おめでとう
これからも元気に育って笑顔をたく
さんみせてね

安あ

べ部
孝た
か
ふ
み文
さ
ん
・
奈な

つ

こ
津
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

悠
はるみち

道ちゃん（大東町大東）
平成 28年６月６日生まれ
はるちゃんは我が家の宝物
一歳おめでとう
生まれてきてくれて、ありがとう

中な
か
し
ま嶋
晋し
ん
や也
さ
ん
・
寛ひ
ろ
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

奏
かなた

太ちゃん（木次町西日登）
平成 28年６月９日生まれ
かなちゃんお誕生日おめでとう
お姉ちゃん達といっぱい遊んで
たくましく育ってね

鐘か
ね
つ
き撞
淳じ
ゅ
ん
い
ち一
さ
ん
・
優ゆ
う
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

茉
ま り か

莉花ちゃん（掛合町掛合）
平成 28年６月８日生まれ
お誕生日おめでとう  プニプニ可愛
いまりちゃん  これからもお兄ちゃん
と沢山笑って元気に過ごそうね

湯ゆ
む
ら村
允ま
さ
ひ
ろ大
さ
ん
・
宏ひ
ろ
み美
さ
ん
の
お
子
さ
ん

 湊
みなと

ちゃん（三刀屋町三刀屋）
平成 28年６月 23日生まれ
みなとくん、誕生日おめでとー
キミのハッピースマイルでみんな
を明るくしてね

足あ
だ
ち立
尚し
ょ
う
ご吾
さ
ん
・
有ゆ

き希
さ
ん
の
お
子
さ
ん

ののわわがが家家 HOPEHOPEHOPE おめでとうおめでとう
満１歳満１歳満１歳６月で６月で６月で６月で

７月で満１歳（平成28年７月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで６月５日(月)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
　※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますのでご注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所情報政策課「わが家の HOPE」係

E-Mail で送付される場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家の HOPE」としてください。）

丈
たける

琉ちゃん（木次町下熊谷）
平成 28年６月７日生まれ
小さな体でモリモリ食べるタケちゃ
ん 　お兄ちゃんと仲良く大きく
なってね

柳や
な
ぎ
は
ら原
伸し
ん
や哉
さ
ん
・
優ゆ
う
か花
さ
ん
の
お
子
さ
ん

唯
いっしん

心ちゃん（加茂町加茂中）
平成 28年６月 13日生まれ
ステキな笑顔をありがとう
これからもすくすく元気に大きく
なってね 　大好きだよー

伊い
と
う藤
恭の
り
ゆ
き将
さ
ん
・
智ち

か

こ
香
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

13 市報うんなん No.151

　
市
で
は
、
平
成
18
年
度
よ
り
か
ら
だ
を

動
か
す
こ
と
の
「
楽
し
さ
」
と
「
大
切
さ
」

を
地
域
住
民
に
身
近
な
立
場
で
広
く
伝
え

る
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
域
運
動

指
導
員
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
計
４
回
の
養
成
講
座
を
開

催
し
、
現
在
86
人
の
方
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
指
導
員
の
主
な
活
動
は
、
自
分
や
家
族

を
は
じ
め
、
地
域
へ
健
康
づ
く
り
の
輪
を

広
め
る
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、
高
齢

者
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
自
治
会
の
集
ま
り

で
運
動
あ
そ
び
を
紹
介
し
た
り
、
市
の
健

康
づ
く
り
や
介
護
予
防
事
業
に
協
力
す
る

こ
と
で
す
。

　
指
導
員
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
方
か

ら
は
「
初
め
は
不
安
で
し
た
が
、
参
加
し

た
方
の
笑
顔
を
見
る
と
楽
し
く
な
り
ま

　
今
年
、
第
５
期
生
の
養
成
講
座
を
６
月

23
日
（
金
）
か
ら
12
月
ま
で
に
計
７
回
開

催
し
ま
す
。
内
容
は
、
身
体
を
動
か
す
こ

と
の
大
切
さ
や
健
康
づ
く
り
に
効
果
的
な

運
動
な
ど
に
つ
い
て
の
座
学
と
実
技
実
習

で
す
。

　
あ
な
た
も
自
分
や
家
族
、
身
近
な
人
の

健
康
づ
く
り
を
“
運
動
の
力
”
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
養
成
講
座
の
申
し

込
み
や
活
動
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
研

究
所
う
ん
な
ん
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん

�

☎
０
８
５
４
―

49
―

９
０
５
０

 

“
噛
む
健
康
法
”
は
、
１
８
９
４
年
生

ま
れ
の
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
さ
ん
が
食
べ
過
ぎ

と
運
動
不
足
に
よ
り
生
活
習
慣
病
、
今
の

「
メ
タ
ボ
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
）」
に
な
っ
た
時
、
健
康
を
取
り
戻
す

た
め
に
自
ら
編
み
出
し
た
健
康
法
で
す
。

実
践
し
た
の
は
、「
時
間
を
か
け
て
よ
く

噛
ん
で
か
ら
食
べ
る
」「
本
当
に
お
腹
が

空
い
た
時
だ
け
食
べ
る
」「
新
鮮
な
も
の

を
シ
ン
プ
ル
に
調
理
し
て
食
べ
る
こ
と
」

等
で
す
。【
参
考
：
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
さ
ん

の
噛
む
健
康
法
（
医
歯
薬
出
版
）】

　「
な
ぜ
噛
む
こ
と
が
肥
満
予
防
に
な
っ

た
の
か
？
」
と
い
う
と
、
脳
内
に
あ
る
神

経
ヒ
ス
タ
ミ
ン
と
い
う
物
質
が
関
係
し
て

い
ま
す
。
こ
の
神
経
ヒ
ス
タ
ミ
ン
は
、
食

欲
を
抑
え
た
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
さ

せ
る
働
き
を
も
っ
て
い
ま
す
。
食
べ
物
を

噛
ん
だ
時
の
歯
ご
た
え
が
、
歯
の
根
に
あ

す
。
自
分
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

指
導
員
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
感
じ
ま

す
」、「
自
分
の
健
康
づ
く
り
に
な
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
運
動
を
通
し
て
地
域
の

方
々
と
交
流
が
持
て
、
喜
ん
で
も
ら
え
、

指
導
員
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
」
な
ど

の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

元
気
の
秘
訣
は
、

　
　
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と

る
膜
な
ど
か
ら
神
経
を
通
じ
脳
へ
伝
達
さ

れ
、
脳
の
働
き
が
活
発
に
な
り
、
神
経
ヒ

ス
タ
ミ
ン
の
量
が
増
え
ま
す
。
こ
の
結
果

か
ら
、「
よ
く
噛
む
こ
と
」
は
、
食
欲
を
抑

え
、
満
腹
感
を
起
こ
さ
せ
食
べ
過
ぎ
を
防
い

で
く
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
く
噛
む
こ
と
は
、
肥
満
予
防

だ
け
で
な
く
、
脳
を
活
性
化
さ
せ
記
憶
力

の
向
上
や
認
知
症
予
防
、ス
ト
レ
ス
解
消
、

免
疫
力
を
高
め
た
り
、
抗
原
抗
体
反
応
に

よ
っ
て
起
こ
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
予
防

す
る
な
ど
か
ら
だ
に
様
々
な
効
果
が
あ
る

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
噛
む
健
康
法
は
、
１
２
０
年
前
の
こ
と

で
す
が
現
在
の
「
食
べ
も
の
を
１
口
30
回

噛
も
う
！
」
と
い
う
“
噛
ミ
ン
グ
30
（
カ

ミ
ン
グ
サ
ン
マ
ル
）
運
動
”
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
噛
む
こ
と
は
、
今

日
か
ら
で
き
る
簡
単
な
健
康
法
と
言
え
ま

す
。

歯と口の健康週間
６月４日～６月10日

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

118

地
域
運
動
指
導
員
の
紹
介

指
導
員
養
成
講
座
を
開
催

研修会（実技実習）の様子

142
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Ｑ．魅力化コーディネーターを志望した
　　　　　　　　　　　　　きっかけは何ですか？
（長濱さん）　沖縄と東北の被災地にて生徒を取り巻く多くの
課題を解決していく仕事をしてきました。人づくりは、た
くさんの方の協力がないと実現できないと感じています
が、たくさんのチャレンジが生まれる雲南市であれば、子
どもたちへもっと魅力的な学びを届けることができると思
い志望しました。
　自分自身も魅力的な雲南市で子育てをしたく妻と娘とと
もに移住してきましたので、よろしくお願いします。

（鈴木さん）　平成27年に雲南市に移住し、中高生向けのキャ
リア教育をたくさんの人と協働しながら推進してきまし
た。学校の先生は、子どもの話をされる時に本当に楽しそ
うに、そして熱い想いを持って語られます。そんな先生と
一緒に、生徒たちにとってより魅力的な学びを届けたいと
思い志望しました。どんな時代になっても生徒たちが強く
生きていけるよう、たくさんのみなさんと協働していきた
いと思います。
Ｑ．現在の活動について、教えてください。
（長濱さん）　大東高校は、「つながる力」「つなげる力」「つ
むぐ力」の育成を目標に、その子らしい未来をつくってい
く力を育むことに重点を置いています。学校を飛び出して

大東の地域を舞台にまちの魅力や課題にふれ、高校生なり
の仮説・検証・実践をしていく地域課題研究があり、地域
の皆さんの協力もいただきながら授業の質を高めるために
チャレンジしています。

（鈴木さん）　三刀屋高校は、キャリア教育の充実(学ぶ意欲
を高め、将来につながる視野の広さ、力をつける)を通じて、
高い志を持って社会に貢献する人材育成に重点を置いてい
ます。自ら探究するテーマを設定して課題研究を行う過程
を大切にしています。そうした授業に紐づくさまざまな業
務を担いながら、生徒たちにより深い学びが生まれる授業
づくりにチャレンジしています。
Ｑ．これからのチャレンジャー（高校生）に一言！
（長濱さん）　たくさんの人と出逢い、「あの人みたいになり
たい！」と思える憧れの人を見つけてください。憧れは、
人生を加速させます。雲南市には、学校だけでなく学校外
にもたくさんのチャンスが用意されているので、ぜひ活用
して有意義な高校生活を送ってください。

（鈴木さん）　雲南市にあるたくさんの魅力や課題にふれなが
ら、自分の将来について想いを馳せてください。その想い
を応援してくれる人が学校にも学校外にもたくさんいま
す。まわりに頼りながら、素敵な高校生活をつくっていき
ましょう！

長
なが

 濱
はま

 雅
まさ

 徳
のり

 さん
（大東高校担当、沖縄県出身）

鈴
すず

 木
き

 隆
りゅう

 太
た

 さん
（三刀屋高校担当、東京都出身）

「食育月間」・
　「食育の日」

　６月は「食育月間」、毎月19日は食育の日です。
　昨年の「食育月間」には、雲南圏域健康長寿しまねと
雲南市が共催で、市内のスーパーで食育月間街頭キャン
ペーンを実施し、その中で、ボードアンケートを実施し
ました（回答：88人）。

Ｑ１.
１日に必要な野菜の量を知って
いますか？（答えは350g）

Ｑ２.
１日３食食べていますか？

Ｑ３.
塩分を摂りすぎないように気を
付けていますか？

教育魅力化コーディネーターとは？
　雲南市が進めるキャリア教育の一層の充実により、
魅力ある人づくりと地域の魅力化を推進するため、
H29年度から高校に配置するコーディネーター。
　なお、本市では、中学校区に教育支援コーディネー
ター（H18年度～）、小学校に地域コーディネーター
（H20年度～）を配置しています。

うんなんの子どもチャレンジを支える

うんなんの 食育あいうえお
あ 朝ごはんを食べよう
い「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつをしよう
う 雲南市産の食材を使おう
え 栄養バランスを考えた食事をしよう
お おいしい食事はみんなで一緒に食べよう

◆食育月間・食育の日をきっかけに、食について考えてみましょう！

47％53％
87％

8％

4％ 1％1％

　 知っている
　 知らない

　 ３食食べる
　 朝食を食べない
　 ことがある
　 昼食を食べない
　 ことがある
　 夕食を食べない
　 ことがある

　 いつも
　 ときどき
　 気を付けて
　 いない

56％34％

10％

ぜひ、できることから一緒に取り組みましょう！

教育魅力化コーディネーター

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

広　告　枠
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市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

In
fo

rm
a

tio
n

 fro
m

 th
e

 U
N

N
A

N
 c

ity

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎
春
の
叙
勲

瑞
宝
小
綬
章

　
教
育
功
労
に
よ
り

　
錦に
し
こ
お
り織

　
靖や
す

雄お

さ
ん
（
吉
田
町
）

瑞
宝
単
光
章

　
専
門
工
事
業
務
功
労
に
よ
り

　
石い
し

田だ

　
彰あ
き
ら

さ
ん
（
三
刀
屋
町
）

　
雲
南
市
お
よ
び
関
係
施
設
に
次

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
１

　
平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
で
総

務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
２
年
で

す
。

　
塩し
お

野の

　
紀き

富と
み

さ
ん
（
大
東
町
）

　
井い

だ田
　
敬け
い
ぞ
う三
さ
ん
（
加
茂
町
）

　
木き

色い
ろ

　
健け
ん

二じ

さ
ん
（
木
次
町
）

　
高た
か

尾お

　
正ま
さ
は
る治
さ
ん
（
三
刀
屋
町
）

　
池い
け

田だ

　
昭あ
き

夫お

さ
ん
（
吉
田
町
）

　
阿あ

べ部
　
俊と
し

宏ひ
ろ

さ
ん
（
掛
合
町
）

健
康
推
進
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
５

　
歯
周
病
は
、
は
じ
め
は
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
お
口
の
健
口
を
知
る
機

会
と
し
て
検
診
を
受
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

　
40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
の
方

（
年
度
末
年
齢
）

【
期
間
】
６
月
か
ら
９
月
末
ま
で

【
場
所
】
市
内
歯
科
医
療
機
関

【
費
用
】
無
料

※�

対
象
者
に
は
個
別
に
受
診
券

（
は
が
き
）
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。

※�

詳
し
く
は
、
雲
南
市
成
人
健
診

の
し
お
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
雲
南
市

ふ
る
さ
と
納
税

　
佐さ

藤と
う

　
博ひ
ろ

芳よ
し

さ
ん（
東
京
都
葛
飾
区
）

　
南な

雲ぐ
も

　
幸こ
う
い
ち一
さ
ん

（
青
森
県
上か
み
き
た北
郡
お
い
ら
せ
町
）

　
杖つ
え

村む
ら

　
弘ひ
ろ

憲の
り

さ
ん（
川
　
崎
　
市
）

　
川か
わ
き
た北

　
秀ひ
で

人と

さ
ん（
東
京
都
中
央
区
）

　
鷲す

み見
　
好よ
し
ひ
ろ弘
さ
ん（
愛
知
県
一
宮
市
）

　
遠え
ん
ど
う藤

　
顕け
ん

史じ

さ
ん（
東
京
都
葛
飾
区
）

◎
三
刀
屋
中
学
校

寄
附
金

　
三
刀
屋
中
学
校
第
28
期
卒
業
生

一
同

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
堀ほ
り

江え

　
　
徹と
お
る

さ
ん（
横
　
浜
　
市
）

　
渡わ
た
な
べ辺

　
淳じ
ゅ
ん
こ子
さ
ん（
栃
木
県
矢
板
市
）

　
堀ほ
り

江え

　
　
貴た
か
し

さ
ん（
松
　
江
　
市
）

　
川か
わ
む
ら村

　
幸さ
ち

子こ

さ
ん（
岩
手
県
盛
岡
市
）

　
芦あ
し

田だ

　
昭あ
き

充み
つ

さ
ん（
東
京
都
新
宿
区
）

行
政
相
談
委
員
紹
介

地
域
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
１
３

　
第
３
回
さ
く
ら
お
ろ
ち
湖
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

　
美
し
い
風
景
や
残
し
た
い
風
景

だ
け
で
な
く
、
誰
に
も
知
ら
れ
て

い
な
い
と
っ
て
お
き
の
風
景
や
地

域
の
暮
ら
し
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

魅
力
に
富
ん
だ
あ
な
た
だ
け
の
さ

く
ら
お
ろ
ち
湖
、
お
す
す
め
の
景

色
を
「
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
と
し

て
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
募
集
期
限
】

　
９
月
15
日
㈮
必
着

※�

郵
送
の
場
合
は
当
日
の
消
印
有

効
【
応
募
先
】

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
く
ら
お
ろ
ち

　
☎
０
８
５
４-

48-

９
０
５
０

　
〒
６
９
９-

１
３
４
２

　
木
次
町
平
田
36
番
地
１

さ
く
ら
お
ろ
ち
湖
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

受
け
て
み
ま
し
ょ
う
！

歯
周
病
検
診

毎月第３日曜日は
うんなん家庭の日

社会教育課　☎0854-40-1073

雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!

月 日6 18

納期限は６月30日（金）です。

市県民税（第１期）
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健
康
づ
く
り
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
０

　
平
成
29
年
４
月
１
日
よ
り
、
骨

髄
バ
ン
ク
事
業
に
お
い
て
、骨
髄
・

末
梢
血
幹
細
胞
提
供
者（
ド
ナ
ー
）

に
対
し
て
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
補
助
に
よ
り
、
ド
ナ
ー
の
負
担

の
軽
減
や
、
移
植
事
業
の
推
進
と

拡
大
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】

①�
財
団
が
実
施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク

事
業
に
お
い
て
骨
髄
等
の
提
供

を
し
た
方

②�

ド
ナ
ー
休
暇
等
の
取
得
が
可
能

な
企
業
・
団
体
に
属
し
て
い
な

い
方

【
補
助
金
額
】

　
骨
髄
等
の
提
供
に
係
る
通
院
ま

た
は
入
院
の
日
数
×
２
万
円
（
上

限
14
万
円
）

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
健
康
づ
く

り
政
策
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

「
高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種（
定
期
接
種
）」

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

支
援
事
業
補
助
金

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」電
話
相
談

人
権
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
松
江
地
方
法
務
局
と
島
根
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
子
ど

も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
取
組
の

一
つ
と
し
て
、
６
月
26
日
㈪
か

ら
７
月
２
日
㈰
ま
で
の
７
日
間

を
、『
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
』
と
定

め
、
い
つ
も
よ
り
時
間
を
延
長
し

て
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
い
じ
め
で
悩
ん
で
い
る
方
、
学

校
や
家
庭
の
こ
と
な
ど
普
段
の
生

活
の
中
で
悩
み
が
あ
る
方
は
、
ど

う
ぞ
電
話
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

【
実
施
期
間
】
６
月
26
日
㈪
か
ら

７
月
２
日
㈰
ま
で

【
相
談
時
間
】　

　
８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で

た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は
10

時
か
ら
17
時
ま
で

【
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】　

　「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　
☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
今
年
度
も
国
主
催
の
慰
霊
巡
拝

平
成
29
年
度

慰
霊
巡
拝
の
実
施

全
国
健
康
保
険
協
会
島
根
支
部

☎
０
８
５
２-
59-

５
２
０
４

　
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
被
扶
養

者
の
皆
さ
ん
が
受
診
で
き
る
健
診

は
、
協
会
け
ん
ぽ
の
特
定
健
康
診

査
で
す
。

⃝
�

協
会
け
ん
ぽ
の
特
定
健
康
診
査

は
協
会
け
ん
ぽ
か
ら
費
用
補
助

が
あ
り
ま
す
（
島
根
県
内
の
健

診
機
関
の
場
合
、
自
己
負
担
額

は
０
円
か
ら
１
千
９
４
７
円
ま

で
で
す
）。

⃝
�

健
診
の
申
し
込
み
は
、
希
望
の

健
診
機
関
に
直
接
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。
受
診
の
際
は
「
受

診
券※

」
と
「
保
険
証
」
が
必
要

で
す
。

※�

受
診
券
は
４
月
に
自
宅
へ
送
付

し
て
い
ま
す

⃝
�

健
診
実
施
機
関
や
受
診
方
法

は
、
協
会
け
ん
ぽ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kyoukaikenpo.

or.jp/shibu/shim
ane/

）
か
ら

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

協
会
け
ん
ぽ
の

特
定
健
康
診
査

健
康
づ
く
り
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
０

　
肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
第
３
位

で
あ
り
、
死
亡
者
の
95
㌫
以
上
が

65
歳
以
上
の
方
で
す
。

　
肺
炎
で
一
番
か
か
り
や
す
い
病

原
菌
は
肺
炎
球
菌
で
す
。
肺
炎
予

防
の
た
め
に
、
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

①�

雲
南
市
民
の
方
で
、
今
年
度
中

に
65
、70
、75
、80
、85
、90
、95
、

100
歳
に
な
ら
れ
る
方

②�

60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
に
障
が

い
の
あ
る
方
や
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
障
が
い
の

あ
る
方

※�

対
象
年
齢
以
外
の
方
は
、
任
意

接
種
（
助
成
な
し
）
と
し
て
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
自
己
負
担
】
３
千
円

【
接
種
方
法
】

　
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
１

回
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
前
に
医
療
機
関
に
予
約
し
、

健
康
保
険
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。

接
種
後
に
発
行
さ
れ
る
接
種
済
証

は
大
切
に
保
管
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
各
家
庭
に
配
布
し

て
い
ま
す
「
成
人
健
診
の
し
お

り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
今
ま
で
に
接
種
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
方
】

・�

対
象
年
齢
の
方
で
も
、
定
期
予

防
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・�

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
効
果
は
５
年

以
上
継
続
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
５
年
以
内
に
再
接
種
さ
れ

る
と
副
反
応
の
頻
度
が
高
く
、

症
状
が
強
く
で
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
十
分
な
間
隔
を
確
保
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
か
か
り

つ
け
の
医
療
機
関
へ
相
談
く
だ

さ
い
。
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男女共同参画週間 男女共同参画センター　0854-42-1767

　６月23日（金）から29日（木）までの１週間は、「男女共同参画週間」です。
　内閣府では「女性も男性も、自らの意思により個性と能力を発揮して活躍できる職場を作るためのキャッ
チフレーズ」を募集し、応募総数3,050点の中から審査の結果、

「男で○、女で○、共同作業で◎。」※
に決定しました。（埼玉県　土

ど
橋
ばし

義
よし

広
ひろ

さんの作品）　　　　※「○」の読み方：まる、「◎」の読み方：にじゅうまる

　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を発揮できる「男女共同参画
社会」を実現するためには 政府や地方公共団体だけでなく、国民のみなさん一人ひとりの取組が必要です。

　雲南市では、市民の皆さんや事業所の皆さんへ向け、男女共同参画への関心と理解を深めていただくとともに、男女
共同参画をすすめる活動が積極的に行われるようにするため、毎年６月に「男女共同参画推進月間」を設けています。
市内幼稚園、学校、図書館などでの男女共同参画に関する図書展示、よみかたり、情報発信を行います。
　また、雲南市は「男女共同参画都市宣言」を行いました。「雲南市男女共同参画都市宣言文」は、市民の皆さんの行
動指針となります。気づいて築く雲南市をめざし、家庭、地域、職場、学校など各場面で私たちのまわりの男女のパートナー
シップについて、この機会に考えてみませんか？

雲南市男女共同参画推進月間

が
実
施
さ
れ
ま
す
。派
遣
地
域
は
、

ロ
シ
ア
、
中
国
東
北
地
方
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
硫
黄
島
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
参
加
条
件
や
遺
族
要
件

な
ど
、
詳
し
く
は
、
島
根
県
健
康

福
祉
部
高
齢
者
福
祉
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
県
健
康
福
祉
部
高
齢
者
福
祉
課

　
☎
０
８
５
２-

22-

６
７
５
８

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
島
根
県
で
は
、
政
府
主
催
に
よ

り
実
施
さ
れ
る
「
全
国
戦
没
者
追

悼
式
」
式
典
に
島
根
県
遺
族
代
表

と
し
て
参
列
し
て
い
た
だ
く
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

　
８
月
14
日
㈪
か
ら
15
日
㈫
ま
で

（
１
泊
２
日
）

※
式
典
は
８
月
15
日

【
場
所
】

　
日
本
武
道
館
（
東
京
都
千
代
田

区
北
の
丸
公
園
２
番
３
号
）

【
申
込
期
限
】

　
6
月
5
日
㈪
15
時
ま
で

【
応
募
方
法
】

　
市
民
生
活
課
に
備
え
付
け
の

「
申
込
書
」で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
島
根
県
高
齢

平
成
29
年
全
国
戦
没
者

追
悼
式
の
参
列
者
募
集

水
道
局
総
務
課

☎
０
８
５
４-

42-

３
４
７
３

第
59
回
水
道
週
間
　
６
月
１
日
㈭

か
ら
６
月
７
日
㈬
ま
で

⃝

水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
あ
た
り
ま
え

　

　
　そ
ん
な
み
ず
こ
そ

　
　
　
　た
か
ら
も
の
」

水 

道 

週 

間

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
今
年
は
２
年
に
一
度
の
特
定
計

量
器
定
期
検
査
の
年
で
す
。
商
取

引
や
証
明
に
〝
は
か
り
〟
を
使
用

さ
れ
る
方
は
受
検
し
て
く
だ
さ

い
。
受
検
に
は
事
前
に
市
へ
の
連

絡
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
商
工

振
興
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
計
量
器
定
期
検
査

実
施

者
福
祉
課
ま
た
は
市
民
生
活
課
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
県
高
齢
者
福
祉
課

　
☎
０
８
５
２-

22-

６
７
５
８
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子
ど
も
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
４

　
保
育
所
は
保
護
者
の
就
労
や
疾

病
等
に
よ
っ
て
保
護
者
が
家
庭
で

保
育
で
き
な
い
場
合
、
保
育
を
必

要
と
す
る
乳
幼
児
を
保
育
す
る
施

設
で
あ
り
、
保
護
者
の
「
就
労
」

等
に
よ
り
保
育
所
を
利
用
す
る
場

合
は
、
保
護
者
の
就
労
状
況
等
に

応
じ
て
、「
必
要
な
範
囲
で
の
利

用
」
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
に
と
っ
て
、
家

庭
で
家
族
と
過
ご
す
時
間
は
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
仕
事

が
休
み
の
日
な
ど
は
な
る
べ
く
家

庭
で
保
育
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

保
育
所
の
利
用

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
定
住
推
進
を
目
的
に
民
間
活
力

に
よ
る
良
質
な
賃
貸
住
宅
の
整
備

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
定
住
人
口
の
増
加
お
よ
び
地
域

活
性
化
の
た
め
に
、
市
内
に
宅
地

を
購
入
し
定
住
す
る
子
育
て
世
帯

定
住
推
進
住
宅

新
築
助
成
事
業

子
育
て
世
帯
定
住
宅
地

購
入
支
援
事
業

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
安
全
で
快
適
な
住
ま
い
環
境
づ

く
り
お
よ
び
地
域
経
済
活
性
化
の

た
め
に
、
住
宅
の
改
修
工
事
に
対

し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

【
助
成
メ
ニ
ュ
ー
】

◦�

雲
南
市
の
耐
震
補
強
設
計
へ
の

上
乗
せ
助
成
　

◦�

雲
南
市
の
耐
震
改
修
工
事
へ
の

上
乗
せ
助
成
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業

◦�

島
根
県
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
リ

フ
ォ
ー
ム
」
へ
の
上
乗
せ
助
成
　

◦�

内
装
工
事
を
伴
う
新
規
の
下
水

道
施
設
接
続
工
事
へ
の
助

※

成

◦�

環
境
に
優
し
い
エ
コ
住
宅
改
修

お
よ
び
エ
コ
住
宅
設
備
工
事
へ

の
助

※

成

★ 

エ
コ
住
宅
改
修
と
は
・
・
・

　
住
宅
ス
ト
ッ
ク
循
環
支
援
事
業

の
対
象
製
品
で
あ
る
窓
、
断
熱
材

を
設
置
す
る
工
事

★
エ
コ
住
宅
設
備
と
は
・
・
・

　
住
宅
ス
ト
ッ
ク
循
環
支
援
事
業

の
対
象
製
品
（
高
効
率
給
湯
器
、

太
陽
熱
温
水
器
、節
水
型
ト
イ
レ
、

高
断
熱
浴
槽
、
節
湯
水
栓
）
や
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置
す
る
工
事

　
今
年
度
の
受
付
期
間
は
、
平
成

30
年
２
月
28
日
ま
で
で
す
。

　
年
間
予
算
枠
に
到
達
次
第
終
了

し
ま
す
。

　
補
助
率
や
条
件
等
、
詳
し
い
内

容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

市
内
に
本
社
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
個

人
事
業
者
が
施
工
す
る
場
合
に
限
り
ま

す
。
ま
た
、
交
付
決
定
後
の
工
事
着
手

が
条
件
と
な
り
ま
す
。

を
対
象
に
、
宅
地
購
入
費
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
条
件
】

○�

民
間
売
買
に
よ
っ
て
購
入
し
た

市
内
の
住
宅
地
で
以
下
に
よ
る

場
合

・�

住
宅
を
新
築
す
る
た
め
に
住
宅

地
を
購
入
す
る
場
合

・�

中
古
住
宅
を
住
宅
地
と
一
緒
に

購
入
す
る
場
合

○�

住
宅
地
の
購
入
費
が
１
０
０
万

円
以
上

○�

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
の
売

買
契
約
に
よ
る
も
の
で
、
土
地

の
登
記
が
完
了
し
て
い
な
い
こ
と

【
補
助
内
容
】

　
宅
地
購
入
価
格
の
１
／
10
（
最

大
50
万
円
）

　
年
間
予
算
枠
が
あ
り
ま
す
の
で

早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
補
助
率
や
条
件
等
、
詳
し
い
内

容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
世
帯
と
は
・
・
・

　
夫
婦
の
年
齢
若
し
く
は
夫
婦
い

ず
れ
か
の
年
齢
が
40
歳
未
満
で
あ

る
世
帯
ま
た
は
年
齢
が
16
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯

を
行
う
場
合
に
、
整
備
に
か
か
る

経
費
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

【
賃
貸
住
宅
の
条
件
】

⃝
�

設
計
住
宅
性
能
評
価
を
取
得
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と

⃝
�

整
備
す
る
賃
貸
住
宅
を
10
年
間

管
理
す
る
こ
と

⃝
�

住
宅
１
戸
あ
た
り
の
床
面
積
が

25
平
方
㍍
以
上
１
２
５
平
方
㍍

以
下
で
あ
る
こ
と

⃝
�

子
育
て
世
帯
を
入
居
の
要
件
に

す
る
こ
と

【
補
助
対
象
者
】

　
雲
南
市
民
、
市
内
に
本
社
ま
た

は
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
法

人
、
地
域
自
主
組
織
お
よ
び
自
治

会
等

【
補
助
内
容
】

　
１
戸
当
た
り
補
助
金
額
は
最
大

で
３
５
０
万
円
と
し
ま
す
。

※�

６
月
中
旬
ま
で
に
基
本
計
画

（
要
事
前
協
議
）の
申
請
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
補
助
率
や
条
件
等
、
詳
し
い
内

容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
道
局
営
業
課

☎
０
８
５
４-
42-

５
３
２
２

　
水
道
局
で
は
、
積
雪
時
や
長
期

閉
栓
時
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
正
確

な
設
置
場
所
を
把
握
す
る
た
め
、

市
内
各
世
帯
に
設
置
す
る
水
道

メ
ー
タ
ー
周
辺
の
記
録
撮
影
を
実

施
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】
６
月
５
日
㈪
か
ら

12
月
22
日
㈮
ま
で

※�

詳
し
く
は
、
作
業
月
の
検
針
時

に
各
戸
に
配
布
す
る
文
書
で
確

認
く
だ
さ
い
。

【
実
施
時
間
帯
】

　
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
の
間

の
５
分
程
度

※�

ご
不
在
で
も
作
業
を
行
い
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
実
施
担
当
者
】

　
各
地
区
を
担
当
す
る
検
針
員
が

巡
回
し
、
作
業
し
ま
す
。

◦�

検
針
員
は
雲
南
市
水
道
事
業
管

理
者
が
発
行
す
る
身
分
証
明
書

を
携
行
し
て
い
ま
す
。

◦�

立
会
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

メ
ー
タ
ー
周
辺
の
物
は
あ
ら
か

じ
め
移
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦�

撮
影
し
た
写
真
は
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
設
置
場
所
を
把
握
す
る

目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

水
道
メ
ー
タ
ー
設
置
場
所

の
記
録
撮
影
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建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
定
住
人
口
の
増
加
お
よ
び
地
域

活
性
化
の
た
め
に
、
子
育
て
世
帯

に
住
宅
地
を
25
年
間
有
償
貸
付

し
、
期
間
満
了
後
は
無
償
譲
渡
し

ま
す
。

【
対
象
住
宅
地
】

◦�

下
熊
谷
西
住
宅
団
地（
木
次
町
）

７
区
画

◦�

吉
田
住
宅
団
地
（
吉
田
町
）
１

区
画

【
申
請
者
の
条
件
】

◦�

以
下
の
条
件
に
す
べ
て
該
当
す

る
方
が
申
請
で
き
ま
す
。

・�

自
ら
が
居
住
す
る
住
宅
を
建
築

し
、
定
住
す
る
子
育
て
世
帯

・�

貸
付
地
を
借
り
て
か
ら
2
年
以

内
に
住
宅
を
建
築
で
き
る
方

・�

年
間
所
得
が
２
０
０
万
円
以
上

あ
る
方

・�

満
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

子
育
て
世
帯
定
住
宅
地

貸
付
け
事
業

固定資産税
（２３万円）

金利
（９７万円）

土地代
（３６０万円）

土地代
（３６０万円）

当事業
金融機関で
借りた場合

１２０万円も
   お得!!

３６０万円

４８０万円

金額

下熊谷西団地の㎡単価２４，０００円の土地を１５０㎡
購入し、２５年ローンを組んだ場合と当事業の比較
※金利は、年２．０％で計算しています。

・�

賃
貸
借
契
約
が
確
実
に
履
行
で

き
る
方

　
条
件
や
事
業
内
容
等
、
詳
し
い

内
容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
世
帯
と
は
・
・
・

　
夫
婦
の
年
齢
若
し
く
は
夫
婦
い

ず
れ
か
の
年
齢
が
40
歳
未
満
で
あ

る
世
帯
ま
た
は
年
齢
が
16
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
市
で
は
、
地
震
に
弱
い
住
宅
の

耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
に
、
耐

震
診
断
・
補
強
計
画
・
改
修
工
事
・

解
体
工
事
に
対
し
て
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

耐
震
診
断

　
診
断
費
の
90
㌫（
上
限
６
万
円
）

⃝

補
強
計
画

　
設
計
費
の
50
㌫（
上
限
20
万
円
）

⃝

改
修
工
事

　
工
事
費
の
23
㌫（
上
限
80
万
円
）

⃝

解
体
工
事

　
工
事
費
の
23
㌫（
上
限
40
万
円
）

【
補
助
対
象
住
宅
】

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
階
数
が

２
以
下
の
一
戸
建
て
住
宅
、
併
用

住
宅(

住
宅
以
外
の
面
積
が
２
分

の
１
未
満
の
も
の)

、
長
屋
建
て

耐
震
改
修
助
成
事
業

住
宅
ま
た
は
共
同
住
宅

高さ×1.5 

30°以上 
高さが
２ｍを
超える
もの 

禁止 
高さ×1.5 建

築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
が
け
地
お
よ
び
地
す
べ
り
等
で

住
宅
の
移
転
を
お
考
え
の
方
は
、

建
築
住
宅
課
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　
危
険
住
宅
の
除
却
お
よ
び
新
た

に
建
設
す
る
住
宅
（
購
入
含
む
）

に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
住
宅
】

・�

勾
配
が
30
度
以
上
で
、
高
さ
が

２
㍍
を
超
え
る
が
け
に
近
接
し

て
い
る
住
宅
（
図
参
照
）

・�

が
け
付
近
の
建
築
物
を
制
限
す

る
条
例
制
定
日
（
昭
和
35
年
10

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅

移
転
事
業

月
４
日
）
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅

※�

た
だ
し
、
条
例
制
定
後
に
増
築

さ
れ
た
住
宅
は
補
助
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
　

　
来
年
度
（
平
成
30
年
度
）
に
本

制
度
を
活
用
し
て
移
転
を
お
考
え

の
方
は
、
11
月
30
日
㈭
ま
で
に
連

絡
く
だ
さ
い
。

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
６
月
５
日
㈪
か
ら
６
月
12
日
㈪

17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
６
月
１
日
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
よ
び
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

◆
県
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

◆�

公
社
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
（
雲

南
管
内
）
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
６
月
５
日
㈪
か
ら
６
月
12
日
㈪

17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
６
月
１
日
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
よ
び
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

（
募
集
団
地
が
な
い
場
合
は
掲
載

し
ま
せ
ん
）

【
申
込
方
法
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

　
８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

　
☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

市
営
・
県
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

【
申
し
込
み
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
に
備

え
る
申
込
用
紙
に
所
定
の
事
項

を
記
入
し
、必
要
な
書
類
等（
住

民
票
・
所
得
課
税
証
明
書
等
）

を
確
認
の
う
え
、
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
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斐伊川の緊急速報メールによる洪水情報の配信開始 危機管理室　0854-40-1027

　近年、記録的な豪雨により、全国的に大規模な水害や土砂災害が頻発しています。また、気候変動の影
響により、今後ますます洪水の発生頻度が高まることが予想されています。そのため、社会全体で常に洪
水に備える「水防災意識社会」の再構築をめざして、斐伊川流域沿川の雲南市、島根県、国が連携・協力
してハード対策とソフト対策を一体的、計画的に推進しています。
　今回この取組の一環として、大規模な洪水により斐伊川の河川水位が氾濫危険水位に到達した場合と堤
防決壊等により氾濫が発生した場合に携帯電話やスマートフォンにより洪水情報の配信を雲南市全域で開
始しています。
　従来のＴＶやラジオ、音声告知放送等からの情報のほか、この洪水情報を活用していただくことにより、
住民の皆さんが自ら水害の危険性を察知し、自主的な避難に役立てていただければと思います。
　なお、詳細は出雲河川事務所のホームページをご覧ください。
　http://www.cgr.mlit.go.jp/izumokasen/

【緊急速報メールによる洪水情報の配信対象エリア】

【配信の内容】

河川名 基準観測所 住　　　所 配信エリア

斐 伊 川
新伊萱水位観測所 雲南市加茂町三代 出雲市、雲南市
木次水位観測所 雲南市木次町下熊谷 雲南市

※斐伊川・神戸川で、国土交通省が管理している区間に関係する市域に緊急速報メールを配信します。
※携帯電話の基地局の関係により、配信エリア付近の方にも配信される場合があります。

配信情報 配　信　契　機

河川氾濫のおそれがある情報 斐伊川の新伊萱水位観測所または木次水位観測所の水位が氾濫危険水位に到達
し、氾濫危険情報が発表された時

氾濫が発生した情報
（※河川の水が堤防を越えて流れ出て
いる情報）

斐伊川の新伊萱水位観測所または木次水位観測所の受持区間で河川の水が堤防
を越えて流れ出る事象が発生し、氾濫発生情報が発表された時

氾濫が発生した情報
(※堤防が壊れ河川の水が大量に溢れ
出している情報)

斐伊川の新伊萱水位観測所または木次水位観測所の受持区間で堤防が壊れ、河
川の水が大量に溢れ出る事象が発生し、氾濫発生情報が発表された時

情
報
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
１
５

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
「
新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ

と
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
た
め
、
市

長
と
の
懇
談
を
希
望
す
る
団
体
と

共
催
で
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

【
募
集
団
体
】

　
市
内
に
本
拠
地
を
置
き
、
市
内

で
活
動
す
る
団
体
で
、
雲
南
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市
長
と
の

懇
談
を
希
望
す
る
団
体
。

　
懇
談
会
の
出
席
者
は
、
10
人
以

上
20
人
程
度
ま
で
と
し
、
十
分
な

意
見
交
換
が
で
き
る
範
囲
内
と
し

ま
す
。

【
開
催
日
時
・
場
所
】

　
６
月
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り

順
次
開
催
し
ま
す
。

　
会
場
は
、
原
則
主
催
団
体
で
確

保
し
て
く
だ
さ
い
。

【
テ
ー
マ
】

　
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
課
題
に

つ
い
て
、
自
由
に
意
見
交
換
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
陳
情
・
要
望
を

目
的
と
し
た
も
の
は
除
き
ま
す
。

【
申
し
込
み
】

　
各
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

う
ん
な
ん
暮
ら
し
推
進
課

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
１
４

　
定
住
推
進
を
目
的
に
空
き
家
を

活
用
し
た
賃
貸
住
宅
の
整
備(

改

修)

を
行
う
場
合
に
、
整
備
に
か

か
る
経
費
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

定
住
推
進
住
宅
改
修

助
成
事
業

【
賃
貸
住
宅
の
条
件
】

⃝
�

耐
震
性
能
の
確
認
を
行
っ
た
も

の

⃝
�

賃
貸
住
宅
を
10
年
間
管
理
す
る

こ
と

⃝
�

改
修
後
の
便
所
は
、
原
則
と
し

て
水
洗
便
所
で
あ
る
こ
と

【
補
助
対
象
者
】

　
空
き
家
等
の
所
有
者
、
所
有
者

か
ら
空
き
家
を
借
り
受
け
る
市
内

に
本
社
ま
た
は
主
た
る
事
業
所
を

有
す
る
法
人
、
地
域
自
主
組
織
お

よ
び
自
治
会
等

【
補
助
内
容
】

　
１
戸
当
た
り
補
助
金
額
は
、
最

大
で
３
５
０
万
円
と
し
ま
す
。

※�

６
月
中
旬
ま
で
に
基
本
計
画
の

申
請
（
要
事
前
協
議
）
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
補
助
率
や
条
件
等
、
詳
し
い
内

容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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社
会
教
育
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３

　
放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第

２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い

世
代
、職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
出
願
期
間
に
つ
い
て
第
１
回
は

８
月
31
日
㈭
ま
で
、
第
２
回
は
９

月
20
日
㈬
ま
で
で
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
放
送
大
学

島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
請
求
く
だ

さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

入
学
説
明
会・相
談
会（
松
江
会
場
）

【
日
時
】

　
６
月
24
日
㈯
、
８
月
６
日
㈰
、

９
月
３
日
㈰

　
10
時
か
ら
と
14
時
か
ら
の
２
回

【
場
所
】

　
ス
テ
ィ
ッ
ク
ビ
ル
４
階
　
島
根

学
習
セ
ン
タ
ー
第
２
講
義
室

入
学
説
明
会・相
談
会（
出
雲
会
場
）

【
日
時
】

　
７
月
２
日
㈰

放
送
大
学
10
月
生

募
集

　
13
時
か
ら

【
場
所
】

　
出
雲
市
中
央
図
書
館
２
階
会
議

室【問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
２-

28-

５
５
０
０

市が発令する「避難情報」の名称変更 危機管理室　0854-40-1027

　昨年、東北・北海道で甚大な被害をもたらした台風による水害では、高齢者施設が被災し入所者が亡く
なる等、高齢者の被災が相次ぎました。適切な避難行動がとられなかったことを重く受けとめ、高齢者等
が避難を開始する段階であるということを明確にするため、国は避難勧告等に関するガイドラインの改定
を行いました。それにともない市が発令する「避難情報」の名称が変更となりました。
　これからの季節、大雨等により避難勧告等の情報を発令した際には、お間違えのないよう、早め早めの
避難を心掛けましょう。

※ 必ずしも、この順番で発令されるとは限らないので、注意してください。また、これらの情報が発令されていなく
ても、身の危険を感じる場合は避難を開始してください。大雨等の際に、不安なことがありましたら、各総合セン
ターまたは危機管理室へ連絡してください。

◎ 市が「避難情報」を発令した際には、市ホームペー
ジ・音声告知放送・緊急速報メール（エリアメール）・
ケーブルテレビ・広報車巡回・安全安心メール・地
域自主組織代表および自治会長への電話連絡等によ
り避難周知を図ります。あわせて、その際に市が開
設する指定避難所の情報も周知します。

避難に時間を要する人（ご高
齢の方、障がいのある方、乳
幼児等）とその支援者は避難
を開始しましょう。その他の
人は、避難の準備を整えま
しょう。

避難準備・高齢者等避難開始
指定避難所へ避難をしましょう。
外出することでかえって命に危険が及
ぶような状況では、近くの安全な場所
への避難や、自宅内のより安全な場所
に避難をしましょう。

避難勧告
まだ避難をしていない人は、緊急
に指定避難所へ避難しましょう。
外出することでかえって命に危険が
及ぶような状況では、近くの安全
な場所への避難や、自宅内のより
安全な場所に避難をしましょう。

避難指示（緊急）

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
日
本
年
金
機
構
松
江
年
金
事
務

所
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便

性
を
図
る
た
め
、
島
根
社
会
保
険

労
務
士
会
の
協
力
に
よ
り
、
年
金

相
談
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
に
は
、「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

　
日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
次
表

の
と
お
り
で
す
。

社
会
保
険
労
務
士
に

よ
る
年
金
相
談
会

※
予
約
不
要
・
相
談
無
料

相　談　日 場　　　所

6月21日㈬ 三刀屋交流センター

9月27日㈬ 木次総合センター

11月29日㈬ 大東総合センター

※ 時間はいずれも10時から15時
30分までです。

避�難�準�備�情�報

避　難　勧　告

避　難　指　示

避難準備・高齢者等避難開始

避　難　勧　告

避難指示（緊急）

変更前 変更後

★雲南市安全安心メールの登録方法はコチラ★
　下記のアドレスまたは二次元バー
コードから空メールを送信し、自動返
信されるメールの案内に従って登録し
てください。
　unnan-anzen@xpressmail.jp
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税
務
課

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
３
４

　
国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
採
用
試
験
の
募
集
要
項
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
受
験
資
格
】

１�

、
平
成
29
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し

て
い
な
い
方
（
平
成
26
年
４
月

１
日
以
降
に
卒
業
し
た
方
が
該

当
）
お
よ
び
平
成
30
年
３
月
ま

で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

方
２�

、
人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
方
に

準
ず
る
と
認
め
る
方

【
受
験
申
込
受
付
期
間
】

⃝

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

　
６
月
19
日
㈪
９
時
か
ら
６
月
28

日
㈬
ま
で

※
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　http://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

⃝
�

郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る
申
し

込
み

　
６
月
19
日
㈪
か
ら
６
月
21
日
㈬

ま
で

第
１
次
試
験

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
に
加
入
さ
れ
て
い
る
事
業

主
の
方
は
、
年
度
更
新
の
手
続
き

を
６
月
１
日
㈭
か
ら
７
月
10
日
㈪

ま
で
の
間
に
申
告
・
納
付
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
年
度
更
新
の
手
続
き
を
正
し
く

行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
労
働

保
険
料
等
申
告
書
受
付
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
６
月
23
日
㈮

　
11
時
か
ら
15
時
ま
で

【
場
所
】

人
権
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
雲
南
市
と
出
雲
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
お
よ
び
松
江
地
方
法
務
局

出
雲
支
局
で
は
、
小
学
生
を
対
象

に
「
人
権
の
花
」
運
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
児
童
が
協
力
し

な
が
ら
花
を
育
て
る
こ
と
を
通
じ

て
、
命
の
大
切
さ
や
相
手
へ
の
思

い
や
り
と
い
う
基
本
的
人
権
の
尊

重
の
精
神
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
大
東
小
学
校
、
佐

世
小
学
校
、
加
茂
小
学
校
、
斐
伊

小
学
校
、
寺
領
小
学
校
、
三
刀
屋

小
学
校
、
田
井
小
学
校
の
７
校
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

税
務
職
員
募
集

労
働
保
険
年
度
更
新

「
人
権
の
花
」運
動

⃝

試
験
日
　
９
月
３
日
㈰

⃝

試
験
地

　
松
江
市
・
鳥
取
市
・
岡
山
市
・

広
島
市
・
山
口
市

⃝

試
験
種
目

　
基
礎
能
力
試
験
・
適
性
試
験
・

作
文
試
験

【
受
験
申
込
書
お
よ
び
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
請
求
、問
い
合
わ
せ
先
】

⃝
�

広
島
国
税
局
総
務
部
人
事
第
二

課（
☎
０
８
２-

２
２
１-

９
２

　
１
１
）ま
た
は
大
東
税
務
署（
☎

　
０
８
５
４-

43-

２
３
６
０
）

　
詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　http://w
w
w
.nta.go.jp

雲南市消防団幹部の任命 危機管理室　0854-40-1027

　４月３日（月）団長任命式が行われ、速水市長から妹
せの
尾
お
憲
けん
壽
じゅ
団長に辞令が交付されました。また、４月

12日（水）幹部会にあわせて任命式が行われ、次の方に辞令が交付されました。市民の安全と安心を守
るため日々献身的に活動いただいている雲南市消防団の益々の活躍が期待されます。
　なお、任期は平成29年４月１日から平成31年３月31日までです。

所　　属 階　　級 氏　　名

団 本 部

団 長 妹
せの
尾
お
　憲

けん
壽
じゅ

副 団 長 朝
あさやま
山　　猛

たけし

副 団 長 妹
せの
尾
お
　裕

ゆう
司
じ

団 本 部 長 安
やす
井
い
　　淳

ひろし

大 東
方 面 隊

方 面 隊 長 藤
ふじはら
原　隆

たか
幸
ゆき

副方面隊長 高
たか
田
た
　浩

こう
二
じ

本 部 長 白
しら
根
ね
　達

たつ
也
や

所　　属 階　　級 氏　　名

加 茂
方 面 隊

方 面 隊 長 吉
よしおか
岡　潤

じゅんじ
治

副方面隊長 佐
さ
藤
とう
　智

とも
美
み

本 部 長 持
もち
田
だ
　武

たけ
志
し

木 次
方 面 隊

方 面 隊 長 松
まつむら
村　　勤

つとむ

副方面隊長 野
の つ
津　朗

あき
利
とし

本 部 長 細
ほそ
木
ぎ
　高

たか
樹
き

三 刀 屋
方 面 隊

方 面 隊 長 妹
せの
尾
お
　芳

よし
行
ゆき

副方面隊長 深
ふかいし
石　　勇

いさむ

本 部 長 稲
いな
田
た
　晴

はる
信
のぶ

所　　属 階　　 級 氏　　名

吉 田
方 面 隊

方 面 隊 長 河
かわ
角
すみ
　徳

のり
久
ひさ

副方面隊長 田
た
村
むら
　建

たつ
喜
き

本 部 長 景
かげやま
山　　剛

つよし

掛 合
方 面 隊

方 面 隊 長 板
いたもち
持　保

やす
吉
よし

副方面隊長 渡
わたなべ
辺　重

しげみつ
光

本 部 長 藤
ふじはら
原　　博

ひろし

　
三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
☎
０
８
５
４-

20-

７
０
１
０

田井小学校
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若手ビジネスリーダー養成講座in雲南 雲南市産業振興センター　0854-40-1052

　雲南市産業振興センターでは、力強い地域経済の実現と人口の社会増に向けて、経営者の実践力を高め
るとともに、受講者同士のネットワーク形成を図ることで後継者不足の解消につなげることを目的とし
て、最新の経営知識を備えた講師陣による連続ビジネススクール「若手ビジネスリーダー養成講座in 雲南」
を次のとおり開催します。

【日　程】①基礎コース（全３回）　７月４日（火）、８月１日（火）、９月５日（火）
　　　　  ②演習コース（全３回）　10月３日（火）、11月７日（火）、12月５日（火）
【時　間】19:00 ～ 21:00（受付18:30 ～）
【会　場】雲南市役所本庁舎　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【テーマ】ビジネススキルを高めて活躍できる人材に！
【内　容】経営戦略、財務・会計、事業承継 等
【対　象】20 ～ 40代のビジネスパーソン　※市内外問わず参加いただけます。
【参加費】①基礎コース、②演習コースともに全３回分で3,000円（資料代）

＜個別経営相談会＞
　市内の経営者の方を対象に、中小企業診断士、よろず支援専門
員による個別の経営相談会も次のとおり開催しますので、経営全
般・法務・税務・後継者問題等お困りごとがあれば、気軽に相談
ください。
【日　程】①６月６日(火)　②７月４日(火)

 　③８月１日(火)　④９月５日(火)
 　⑤10月３日(火)　⑥11月７日(火)
 　⑦12月５日(火)　⑧平成30年２月６日(火)
【時　間】14:00 ～ 16:00のうち１時間
【会　場】雲南市役所本庁舎

メイン講師 流
さ す が

石　学
がく

ゲスト講師 和
わ だ

田 壮
たけ

司
し

中小企業診断士
㈱メデュアクト�代表取締役

公認会計士、税理士

ほたるイベント 観光振興課　0854-40-1054

〇�ほたる観バス
【日　　時】６月10日(土)、11日(日)　18:30 ～受付
【集合場所】�ＪＲ出雲大東駅
【行　　程】ＪＲ出雲大東駅　→　出雲神代神楽鑑賞　→　ほたる観賞（２～３ヵ所）　→　ＪＲ出雲大東駅
【料　　金】大人（中学生以上）2,000円／ 小人（小学生）1,000円／幼児無料
【募集定員】�46人／日（最少催行人員1人）

　※添乗員：同行しませんが、係員とホタル専門ガイドが同行します。
　※参加者全員に足元を照らすミニライトをプレゼント！(幼児除く)
【申込締切】６月２日（金）
【問】株式会社 吉田ふるさと村 観光事業部　　0854－74－0500

〇�第１回大東ほたる祭り
【日　　時】６月10日(土)　14:00 ～ 19:00
【場　　所】ＪＲ出雲大東駅 野外特設ステージ
【ステージイベント】

 14：00 ～　オープニング
 14：30 ～　Ｕ

ウンナン
ＮＮＡＮ   Ｍ

ミュージック
ＵＳＩＣ    Ｓ

ステーション
ＴＡＴＩＯＮ

雲南せいねんだん×山陰効果団地
17：00 ～　「ババコン」in 出雲大東駅
18：30 ～　エンディング

【問】赤川ほたる保存会 事務局 つむぎ　   0854-－43－8650

この度、赤川ほたる保存会（会長 松
まつ

田
だ

勉
つとむ

さん)が
ほたるの保護活動に積極的に取り組まれ自然環境
の保全に尽力された功績が認められ、「みどりの日」
自然環境功労者環境大臣表彰を受賞されました。
赤川ほたる保存会 会長 松

まつ
田

だ
 勉
つとむ

さん（写真中央）
とつむぎ 代表 南

なん
波

ば
由

ゆ み
美子

こ
さん（写真左）
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平成29年度島根県警察官募集・島根県警察職員募集
雲南警察署 総務課 0854-45-0110～あなたの得意分野を警察で活かしませんか？～

【試験日程】

試験名 採用時期 申込受付期間 第１次試験日 第１次試験
合格発表日 第２次試験日 最終合格

発表日
警 察 官

(大学卒)
平成30年
４月採用

５月15日㈪～
６月14日㈬ ７月９日(日) ７月28日㈮ ８月下旬 ９月中旬

警 察 官
(高校卒業程度)

７月24日㈪～
８月25日㈮ ９月17日(日) 10月６日㈮ 10月下旬 11月中旬

島 根 県 職 員
(大学卒)

５月８日㈪～
５月26日㈮ ６月25日(日) ７月７日㈮ ７月下旬～

８月上旬 ８月中旬

【受験資格】

最終学歴 試験区分 採用予定
人　　員 受験資格 職務内容

警 察 官
（大学卒）

警察官 男性12人
女性３人

大学卒業者で平成30年４月１
日現在、満33歳以下の方

（平成30年３月卒業見込者を
含む） 警察本部または警察署に勤務

し、個人の生命、身体および
財産の保護、犯罪の予防、鎮
圧および捜査、被疑者の逮
捕、交通の取締りその他公共
の安全と秩序の維持に当たり
ます。

武道枠 １人

大学卒業者で平成30年４月１
日現在、満26歳以下の方

（平成30年３月卒業見込者を
含む)かつ柔道または剣道の
段位３段以上の男性

警 察 官 
(高校卒業程度)

警察官 未定
平成30年４月１日現在、満18
歳以上33歳以下の方

（大学卒業者または平成30年
３月卒業見込を除く)

島 根 県 職 員
(大学卒)

警察事務 ６人 ○次のいずれかに該当する方
① 昭和60年４月２日から平成

８年４月１日までに生まれ
た方　　　

②  平成８年４月２日以降に
生まれた方で、学校教育法
による大学（島根県人事委
員会が同等と認めるものを
含 み、 短 期 大 学 を 除 く。）
を卒業した方または平成30
年３月31日までに卒業見込
みの方

島根県警察の諸機関に勤務し、
警察事務に従事します。

警察法医 １人

法医学の専門的知識をもって
犯罪捜査のために必要なＤＮ
Ａ型および血液型等に関する
鑑定検査および研究等の専門
的業務に従事します。

警察機械 １人

物理学・工学の専門的知識を
もって犯罪捜査のために必要
な工学全般の鑑定・検査およ
び研究等の専門的業務に従事
します。

※試験の日時・試験地および試験場など詳しいことについては雲南警察署へ問い合わせください。

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-
40-
１
０
５
２

　
し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
働
く
こ

と
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
若

者
の
自
立
に
向
け
て
、
心
理
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

　
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護

者
や
ご
家
族
の
方
、
関
係
機
関

の
方
々
か
ら
の
相
談
も
お
受
け

し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
す
が
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

【
日
時
】

　
６
月
28
日
㈬

　
　
①
９
時
か
ら

　
　
②
14
時
か
ら

　
　
③
15
時
か
ら

【
場
所
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南

【
対
象
者
】

　
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
サ
ポ
ス
テ
松

江
）

　
☎
０
８
５
２-

33-

７
７
１
０

し
ま
ね
東
部
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

う
ん
な
ん
出
張
相
談
会
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掛
　合

保育園開放日
夢の子園 保育所開放日 14日㈬・21日㈬   9:00 ～ 11:00

昼食試食会 21日㈬・申込み〆切14日 11:00 ～ 12:00
支援センター (分室：掛合体育館）

分　室
お話の日  ２日㈮ 10:30 ～ 11:00
子育て相談日・歯科教室  ７日㈬   9:30 ～ 11:00
乳幼児救急法講習 16日㈮・申込み〆切９日   9:30 ～ 11:00

好老センター フリースペース＆子供用品のリサイクル会 29日㈭   9:00 ～ 11:00
出前保育
吉田地区出前保育 おやつ作り 23日㈮   9:30 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

かけや夢の子園 ☎62-9900
　　　　　　 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

吉
　田

保育所開放日　
吉田保育所 15日㈭   9:30 ～ 11:30
田井保育所 21日㈬   9:30 ～ 11:30
社協子育てサロン（あいあいクラブ・掛合子育て支援センター）
吉田健康福祉センター 栄養教室 23日㈮   9:30 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

吉田保育所 ☎74-0330　　 

▲

田井保育所 ☎75-0201
　　　　　　 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078
　　　　　　 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

三
刀
屋

支援センター　

三刀屋子育て支援
センター

育児相談  ５日㈪   9:30 ～ 11:00受付
あそぼう広場  ７日㈬ 10:00 ～ 10:30
おはなし会 14日㈬ 10:00 ～ 10:30
ベビーマッサージ（１歳３ヵ月まで） 16日㈮ 10:00 ～（※要予約）

問い合わせ先 

▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

市立図書室の利用案内
三刀屋図書室　“うちらの本箱”（永井隆記念館内）
　電　　話：0854－45－2239
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週月曜日
　おはなし会：３日（土）10:00 ～
　　　　　　三刀屋子育て支援センター　27日（火）10:00 ～
吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

新着の本（抄）
▼奥

おく
野
の

修
しゅう

司
じ

「魂
たましい

でもいいから、そばにいて」▼渡
わた

辺
なべ

和
かず

子
こ

「どんな時でも
人は笑顔になれる」▼野

の
末
ずえ

陳
ちん

平
ぺい

「老後ぐらい好きにさせてよ」▼中
なか

村
むら

仁
じん

一
いち

「大
だい

往
おう

生
じょう

したけりゃ医療とかかわるな　介護編」▼唯
ただ

野
の

 司
つかさ

「即戦力に
なるためのパソコンスキルアップ講座」▼伊

い
東
とう

 潤
じゅん

「城をひとつ」▼恩
おん

田
だ

 
陸
りく

「錆
さ

びた太陽」▼近
この

衛
え

龍
たつ

春
はる

「赤
あか

備
ぞな

えの鬼
おに

武
む

者
しゃ

　井
い

伊
い

直
なお

政
まさ

」▼日
たち

明
もり

 恩
めぐみ

「優
しい水」▼瀧

たき
森
もり

古
こ

都
と

「たとえ明
あ

日
す

、世界が滅びても今日、僕はリンゴの木
を植える」▼中

なか
山
やま

七
しち

里
り

「秋
あき

山
やま

善
ぜん

吉
きち

工務店」▼東
ひがし

野
の

圭
けい

吾
ご

「素敵な日本人」▼
古
ふる

野
の

まほろ「禁じられたジュリエット」▼林
はやし

 真
ま

理
り

子
こ

「我らがパラダイス」
▼葉

は
室
むろ

 麟
りん

「風のかたみ」▼垣
かき

谷
や

美
み

雨
う

「嫁をやめる日」▼平
ひら

岩
いわ

弓
ゆみ

枝
え

「新・
御宿かわせみ⑦　青い服の女」▼田

た
中
なか

眞
ま

紀
き

子
こ
「父と私

わたくし
」▼向

むこう
山
やま

貴
たか

彦
ひこ
「ビッグ・

ファット・キャットの世界一簡単な英語の大百科事典」▼生
いく

井
い

久
く

美
み

子
こ

「ル
ポ希望の人びと　ここまできた認知症の当事者発信」▼高

たか
橋
はし

幸
さち

枝
え

「こころ
の匙

さじ
加減」▼小

こ
山
やま

浩
ひろ

子
こ

「つくりおき筋
きん

活
かつ

レシピ　筋力アップでやせる&疲
れない」▼児

じ
童
どう

図
と

書
しょ

館
かん

研
けん

究
きゅう

会
かい

・編「子どもの本から平和を考える」▼主婦
の友社・編「ニッポンの主婦100年の食卓」▼熊

くま
谷
がい

一
かず

之
ゆき

「一歩前へ！学校
図書館」▼北

ほう
条
じょう

雅
まさ

章
あき

「おいしい野菜づくり」

木次図書館　　☎0854-42-1021
 ６月の休館日  
　毎週月曜日、月末整理休館：30日（金）
 イベント案内 
　☆よみかたりのじかん　毎週木曜日　14:30 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館　☎0854-43-6131（電話受付：月・水・木[祝日は除く] 9:00～17:00）

　大東図書館は増改築整備のため、下記の日程で長期休館しています。
期間：平成29年４月１日～平成30年６月頃

　皆さんにはご不便をおかけしますが、ご理解ご協力の程よろしくお願いします。
 イベント案内 
　☆こぐまちゃんくらぶ（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　休館に伴い会場を変更し、下記の日程で開催します。
　　　会　場：阿用交流センター 図書室
　　　開催日：５日（月）、19日（月）10:30 ～
　　　※参加された方には、乳幼児向けえほんの貸出も行います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館　　☎0854-49-8739
 ６月の休館日  
　毎週木曜日、月末整理休館：30日（金）
 イベント案内 
　☆絵本のひろば　13日（火） 10:30 ～

  乳幼児と保護者の方が気軽に図書館や本を楽しんでいただく時間です。
　☆おはなしチューリップ 楽しいえほんの会　17日（土）10:30 ～
　　「読みメン月間」スペシャル　講師：須

す

藤
とう

和
かず

裕
ひろ

さん

木
　次

支援センター

木次子育て支援
センター

うさぎの日　色水あそび  ２日㈮ 10:00 ～（※要予約）
ひよこの日　絵本の読み聞かせ  ６日㈫ 10:00 ～（※要予約）
赤ちゃんとママの足もみ  ７日㈬ 10:00 ～（※要予約）
ミュージックケア（年齢不問）  ９日㈮ 10:00 ～（※要予約）
整体セルフケア 12日㈪ 10:00 ～（※要予約）
おはなし会 15日㈭ 10:30 ～
りすの日　水・砂あそび 16日㈮ 10:00 ～（※要予約）
誕生会（誕生児要予約） 22日㈭ 10:30 ～

教室・相談

木次子育て支援
センター

歯の教室（２～３歳） 13日㈫ 10:00 ～（※要予約）
歯の教室（０歳） 20日㈫ 10:00 ～（※要予約）
ベビーマッサージ（３～７ヵ月） 20日㈫ 10:00 ～（※要予約）
育児相談 23日㈮   9:30 ～ 11:00　受付
歯の教室（１～２歳） 27日㈫ 10:00 ～（※要予約）
離乳食教室（５～８ヵ月） 29日㈭ 10:30 ～（※要予約）

問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター ☎42-2030

加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

お茶会  ５日㈪ 10:00 ～
たんぽぽひろば（じゃがいも掘りをしよう！）  ７日㈬ 10:00～（１時間程度）
たんぽぽひろば（誕生会&じゃがいもを食べよう） 14日㈬ 10:00～（１時間程度）
たんぽぽひろば（ベビーマッサージ・タッチケア） 21日㈬ 10:00～（１時間程度）
※お誕生会について６月生まれのお子さんはご予約ください。

教室・相談

加茂子育て支援
センター

もぐもぐ教室（５～６ヵ月児対象離乳食教室）  １日㈭ 10:00 ～（※要予約）
もぐもぐ教室（７～８ヵ月児対象離乳食教室）  ８日㈭ 10:00 ～（※要予約）
もぐもぐ教室（９～11ヵ月児対象離乳食教室） 15日㈭ 10:00 ～（※要予約）
育児相談 19日㈪   9:30 ～ 11:30
アレルギー対応教室 22日㈭ 10:00 ～（※要予約）

保育園開放日
たちばら保育園 月曜日～金曜日（平日) 10:00～（１時間程度）
問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355
　　　　　　 

▲

加茂交流センター ☎49-8380
　　　　　　 

▲

たちばら保育園 ☎49-8122

大
　東

教室・相談
大東子育て支援

センター
（あおぞら保育園内）

子育て教室『いも苗植え』  ７日㈬   9:30 ～ 11:30
子育て相談 ９日㈮、23日㈮ 10:00 ～ 17:00
赤ちゃん教室『離乳食とベビーフード食べ比べ』 14日㈬   9:30 ～ 11:30

大東健康福祉センター 育児相談 27日㈫   9:30 ～ 11:00
子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日   9:30 ～ 15:30
よちよち（元久野幼稚園）  ３日㈯   9:30 ～ 11:30
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター）  ５日㈪   9:30 ～ 11:30
ぽっぽ（佐世交流センター）  ８日㈭   9:30 ～ 11:30
うしお（海潮交流センター）  ９日㈮   9:30 ～ 11:30
地域サークル
佐世（佐世交流センター） 15日㈭   9:30 ～ 11:30
大東（木馬） 16日㈮   9:30 ～ 11:30
幡屋（幡屋交流センター） 19日㈪   9:30 ～ 11:30
保育園開放日
大東保育園 毎週水曜日 試食の予約：前日16:00まで
かもめ保育園 毎週金曜日 試食の予約：前日16:00まで
あおぞら保育園 毎日　試食は金曜のみ 試食の予約：当日9:00まで
その他
こまの公演（あおぞら保育園ホール）『こまのたけちゃんのあそぶあそび！』 23日㈮   9:45 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

大東保育園 ☎43-6132　 

▲

かもめ保育園 ☎43-5028 　 　 　 　 　 　  ▲

あおぞら保育園（大東子育て支援センター） ☎43-9500
　　　　　　 

▲

地域福祉センターおおぎ ☎43-5610

子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール6 図書館だより図書館だより月
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◆育児相談
三刀屋子育て支援センター  ５日㈪

9:30 ～
掛合子育て支援センター  ７日㈬
加茂子育て支援センター 19日㈪
木次子育て支援センター 23日㈮
大東健康福祉センター 27日㈫
◆妊婦サロン
大東健康福祉センター 27日㈫ 10:00～
◆離乳食教室
加茂健康福祉センター  ６日㈫ 9:30～

◆雲南市議会６月定例会
本会議（開会・施政方針表明・議案上程・説明・質疑）  ９日㈮ 9:30 ～

議　　場本会議（一般質問） 12日㈪～15日㈭ 9:30 ～
予算審査特別委員会 15日㈭ 本会議終了後
産業建設常任委員会 16日㈮ 9:30 ～

全員協議会室教育民生常任委員会 19日㈪ 9:30 ～
総務常任委員会 20日㈫ 9:30 ～
予算審査特別委員会 22日㈭ 9:30 ～
本会議（委員長報告・討論・採決・閉会） 23日㈮ 13:30 ～ 議　　場
※日程は変更する場合があります。

◆胃がん検診（要予約） 受付時間
吉田健康福祉センター 28日㈬   8:30～11:00
木次総合センター 28日㈬ 13:00～15:30
加茂健康福祉センター 30日㈮   8:30～11:00
三刀屋文化体育館アスパル 30日㈮ 13:00～15:30
◆結核・肺がん検診
木次町 ５日㈪、６日㈫
三刀屋町 ６日㈫、９日㈮
加茂町 12日㈪、22日㈭、26日㈪
大東町 12日㈪、26日㈪
※詳しくは、雲南市成人健診のしおりをご覧ください。
◆平日がん検診（要予約）
　（乳がん、子宮頸がん） 受付時間

田井交流センター  １日㈭   8:45～11:30
吉田健康福祉センター  １日㈭ 13:30～15:30

大東地域交流センター  ７日㈬   8:45～11:30
13:15～15:30

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター  １日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 22日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター  ８日㈭ 13:00～（１歳６ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 14日㈬ 13:00～（３歳児）

◆その他相談
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所  １日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
はじめての子育て講座「親子の絆教室」 下熊谷交流センター  ７日㈬

14日㈬
14:00 ～ 16:00
（要予約）定員20組【問】子ども家庭支援課　☎ 40-1067

雲南サロン「陽だまり」  ８日㈭
22日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638

こころの健康＆もの忘れ相談 14日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南 14日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
ひとり親家庭法律相談 いきいきプラザしまね 14日㈬ 13:30 ～ 15:30

（要予約）【問】一般財団法人島根県母子寡婦福祉連合会　☎ 0852-32-5920
交通事故巡回相談 出雲市役所 15日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
難病サロン「ひまわり」 16日㈮ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
アルコールによる困りごと相談 19日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
難病サロン しまね難病相談支援センター 22日㈭ 13:30 ～ 15:30【問】しまね難病相談支援センター　☎ 0853-24-8510
こころのサロン「つくし」 23日㈮ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642

６月の議会　� 【問】議会事務局　☎40-1004

６月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎40-1045

町　名 実施日 受　付　時　間 会　場　名

加 茂 町  ７日㈬
  9:00～11:00 ㈱明和
12:00～13:20 ㈱山光
15:00～16:30 ＪＡ加茂支店（Ａコープ加茂店）

三刀屋町 21日㈬   9:30～11:30 みしまや三刀屋店
13:00～16:30 三刀屋総合センター

町　名 実施日 受　付　時　間 会　場　名

大 東 町 28日㈬

  9:30～11:30 大東総合センター

13:30～14:30 Ａコープだいとう店
ＪＡしまね大東支店

15:30～17:00 雲南市立病院

６月の献血� 【問】市民生活課　☎ 40-1031

◆結婚を希望する独身男女のための結婚相談
結婚相談サロン 雲南市役所 3F 相談室 ７、14、21、28日㈬ 10:00 ～ 15:00

Aコープきすき店2F 24日㈯ 10:00 ～ 13:00

　【問】うんなん暮らし推進課　☎40-1014

※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは　いずれも 0854 です。 

◆断酒会
吉田ふるさとセンター  １日㈭

19:00～21:00

加茂健康福祉センター  ５日㈪
大東地域交流センター 13日㈫
下熊谷交流センター 19日㈪
掛合まめなかセンター 21日㈬
三刀屋健康福祉センター 29日㈭
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市では、新たな収入確保対策として、有料広告を掲載しています。
掲載されている広告の内容などへの問い合わせは、直接広告主へお願いします。
広告内容は市が推奨するものではありません。

広　告　枠
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人　口･･ 39,614人（－101人）

世帯数･･ 13,878世帯（－4世帯）
平成 29 年 5 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 20,587人（－55人）

男　性･･ 19,027人（－46人）

I N F O R M A T I O N

木次線全線開通80周年事業
 

 と　き  ６月８日（木）17:00 ～
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（３階大会議室）
 参加者  中高生等　※事前申し込みが必要です。

 内　容  16:30 ～受付
 17:00　オープニング
 17:10　ワークショップ
 　　　  作品創作
 18:20　写真撮影
　【問】地域振興課
　　　　　　☎0854-40-1013

第13回 出雲國大原神主神楽 
 と　き  ６月17日（土）17:30開場　18:00開演
 ところ  古代鉄歌謡館
 出　演  出雲國大原神主神楽保存会
 入場料  無料
 【問】古代鉄歌謡館　☎0854-43-6568

第17回 ラメールストリングコンサート 
 と　き  ６月11日（日）14:00開場　14:30開演
 ところ  加茂文化ホールラメール（大ホール）

 入場料  無料
ラメールヴァイオリン教室の生徒さんを中心とし
た、レッスン生の皆さんによる演奏会。未来の演
奏家たちのステージをぜひ応援ください。
 【問】ラメール　☎0854-49-8500

海潮温泉神代神楽の夕べ 
 と　き  ６月10日（土）20:00開演
 ところ  古代鉄歌謡館
 出　演  南加茂貴船神楽社中
 入場料  高校生以上500円、中学生以下200円
 【問】古代鉄歌謡館　☎0854-43-6568

キラキラ雲南文化カレッジ

ハーモニカ教室合同コンサート 
 と　き  ６月25日（日）12:30開場　13:00開演
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（３階大会議室）

 入場料  一般200円、高校生以下無料

　　　【問】キラキラ雲南文化カレッジ事務局
 （チェリヴァホール内）☎0854-42-1155

みんなの歌声サロン 
 と　き  ６月11日（日）13:30 ～ 15:00
 ところ  古代鉄歌謡館
 入場料  無料
童謡・叙情歌・歌謡曲など、ピアノの伴奏に合わ
せてみんなで歌う、月に一度の楽しいひととき。
ティータイムの音楽鑑賞もお楽しみください。
 【問】古代鉄歌謡館　☎0854-43-6568

５月20日（土）
　から全国公開中
雲南市内に築造された
ロケセットや龍頭が滝
などが登場！モントリ
オール世界映画祭での
最優秀芸術賞を始め、
各国の映画賞に輝く必
見の作品
 県内上映館  
松江東宝５（イオン松
江店３階）、Ｔ・ジョ
イ出雲（ゆめタウン出
雲東館３階）

【問】観光振興課　☎0854-40-1054

チェリヴァシアター
「しゃぼん玉」 

原作：乃
の

南
なみ

アサさん　監督：東
あずま

 伸
しん

児
じ

さん
出演：林

はやし

 遣
けん

都
と

さん、市
いち

原
はら

悦
えつ

子
こ

さん
 と　き  ６月24日（土）10:00～／14:00～ （２回上映）
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２階ホール）
 入場料  ペア1,500円（前売・会員限定）、一般1,300円、

会員1,000円、シニア（60歳以上）、小中高
生500円

 ※当日各200円増　※未就学児無料
 ※無料託児サービスあり（要予約、６月15日(木)締切）

 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

（2016年／日本／ 108分）

書道家　武
たけ

田
だ

双
そう

雲
うん

さん


